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序

この調査報告笞は、佐買県土木部による本川川防災調節池新設

工事に先立ち、佐買m教育委且会、烏栖市教育委員会及び碁山町

教育委員会が協力して平成 3年度に実施した、平原遺跡 l区発

掘調査の記録をまとめたものです。

調究の結果、弥生時代から古墳時代の集落が姿を現し、 当時の

硲らしぶりを初彿とさせる数々の遺物が出土しました。なかで

も、弥生時代中期の遺物のうち、国内14例目となった石製剣把頭

飾や我国でも初期段階の背銅器鋳型の発見は、この地域におけ

る弥生時代遺跡の重要性を再認識させるものです。

これらの成果が学術文化の向上に幾分とも寄与し、1井せて郷

土の歴史と文化財について県民の皆様が御理解を深めていただ

＜沢料となれば幸いに存じます。

発刊にあたり、酷料や厳寒の時節を通じ調査作業に従事して

いただきました地元の皆様をはじめ、関係各位から肪った深い

御理解と多大な御協力に対し、心より厚くお礼申し上げます。

平成 5年 3月

佐買県教育委員会

教育長堤 清行



例 言

I. 本杏は本川川防災詞節池事業に伴う埋蔵文化財のllli前悶査のうち` 平成3年度に発掲的究

を行った屈栖市柚比町所在の平原遺筋 l区の劉査報告l1tである。

2. 発掘ま］査は、佐双JI!土木部の依頼を受けて、佐1~1\!教脊委ハ会が主体となり、ハ栖市教百

委仕会及び基山町教訂委且会と合同で実施した。

3. 発掘覇査にあたっては、地填飯興整偏公団I甜栖都市JIil発事務所、佐賀県開発局新都市対策

課、佐買ll!土木部河川砂防課 ・凡栖土木,11務所、北部丘陵新祁rtillll発111務所、 、応栖市建設部

北部丘陵対策課、甚山町企画課、並びに地元各位の協力を得た．

4. *1.'J'の執筆は下記の分祖で行い、編集は湯浅滴暢の協力の元に徳永日紹が粗当した。

第)'15;・ 第2'ft..第4'ft.:徳氷,,紹

第3蹂：徳氷 i'I紹 ・湯浅潤船

5. 発掘祠査及び報告苔作成作菜9よ下記の分祖で行った。

発掘作菜：天本勲・飯田学・緒方アキエ・鬼塚義和 ・熊田シヅ子・熊田駿

烈田キクノ ・後藤チドリ・佐々木ツゲノ・佐藤サチ子 ・佐藤千代子

佐ミチ子 ・ 田熊スマヨ ・ 渕1屈唯Jll) ・ 寺崎イツ子 ・ 寺崎和技 ・ 時シマ子•

中島康寺 ・野下八貨子 ・久光新 ・平田シゲ子,.平山 逸•1· • 椙山ハッ子

藤田トモエ • 藤田 正一 •松隈キミ• 松隈紀子 ・松本絡・村山（乍次

門司功 •山下 正義 ・山本セッ子 ・ 吉戸タッェ ・ 渡辺トキ子

遺構実測：天本 和子 ・石ほ和子・佐m谷＆子・佐藤ヨシェ ・渋Ill信子 ・高田加代子

店鴫カホル・寺崎和枝 ・時シマ子 ・徳氷貞紹 ・・＊渕笑芙子 ・花田京子

久山布史・藤田呪子 • 松野広子・湯浅満暢 ・ 横枕栄子·

ffi)埋蔵文化財サポー トシステム

遺構写其撤影：徳永 n紹・湯浅滋暢

遺跡空中写只扱影： （旬空中写兵企画

遺物竪理：佐田谷 8子 • 佐藤ヨシェ ·i安田 侶子 ・ r.~田加代子 ・高りカホル

遺物実測： 江は1J朋子 ・上瀧光子 ・鶴田啓子 ・徳水）＂紹・ 兵動律子 ・光石逸子

村里'ff子

整図 ：天本和子 ・徳水貞紹 ・兵動律子・御厨瑞枝・ 三好文子 ・光石逸子・湯浅浪暢

遺物写其撮影：湯汲満粉

写只視像焼付：江島紀子・摂木優子・古買栄子

6. 測定値の表示に/flいた単位は遺構がm、遺物がcmである。

7. 方位は困土座楼第II系の座探北で、磁北はこれより西猛約 6'JO'である．

8. 遺物実測図のうち、須恵呂は浙面塗り演しで表現した．
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第 1章調査の経過
1. 調査に至る経過

. . . . 曹• <o• ● リ ・じ

J,~ 栖市の北部にあって三養基郡基山町大,;,r"1部と接する柚比町 ・ 苓~rー帝は、東を国道 3 号
く WAヽ

線と JR鹿児幼本線に、西を1し千部山系の山麗部に、 iliを長崎自動車道によ って画され、皆年

•• 
ケ峰から派生する段丘群の間に比硲疫10-30mの狭長な小谷が八ッ手状に入り込んだ複雑な栞

観を見せる地域である。段丘上には柚比遺翔群と総称される弥生一古墳時代の遺跡が辰開する

一方、基幹交通網が縦横に走ることからも解るように、梃l湖都市圏の近郊では有数の至便の地

であり、大規模な開発適地として注目を集めていた。

1. 雑栖市教脊委且会は、将来予愁される1り］発に先立ち、文化財の保存と活用に積極的に対応す

るための基礎作菜として、国庫 ・J¥!費補助を得て文化財確認祠査を昭和52(1977)年皮からJO
●會““た

年計画でl彫l始した。第3年次にあたる昭和540979)年度の安和II遺跡の確認劉査で九州初の

鉗繹錆型が出土し衆目を驚かせたが、絞＜昭和55-56年度の潤査でも新たな銅鐸錆型や銅矛錯

型などが出土し、胄鉗岱生産を行った集落であることが明らかになった。 この製査成果によ っ

て、安永田遺跨は昭和57(1982)年度に国史跡に指定され、柚比地区の文化財確認潤査は当初

の目的の一つをここに逹した。

ところが、奇しくも同じ昭和570982)年度に久留米・!.甜§テクノポリス基本構想が示され．

佐賀J¥!{隕の中核的事業として柚比地区を中心とした秘栖北部丘陵開発が計画された。このllll発

計曲を受けて、佐双県教打委員会・ .r,:,栖,11教行委n会 ・基1J1町教打委且会は．，恥栖iii牧訂委J'¥

会が行ってきた確認潤査の早期終了を図るため3者で協力することにし、昭和59(1984)年度

までに水田部と宅地などを除いた部分の埋蔵文化財の概要を把揺することができた。このIUJ、

昭;f-11謁 (1983)年に高度技術工業集積地域llll発促追法（テクノポリス法）が成立し、翌昭和59

(19糾）年には1l11発計両がホ認され、晶栖北部丘陵新都市開発整偏事業が動さ始めた。

佐fill!教存委U会 ・ ，r.~栖市教訂委U会・基山町教脊委i・ヒ会は、確認関査の結果を碁に文化財

保護の基本方針を協請し、地区内で確認された遺跡のうち、柚比遺路群を代表する頂要遺跡と• っ.... 量. . ~.... 
して八ツ並・金丸遺跡及び柚比梅坂遺跡の主要部分約!Ohaを保存地区、それ以外を発掘製査に

よる記j.~保存地区として対応すること とし、開発部局 との協9籟を頂ねて保存地区の取り扱いに

ついて合意した。

昭和61(1986)年にそれまでの用地全只方式から土地区囲整理事菜方式導入への転換がなさ

れたことにより｀本事業の推進が加速しだした。，几栖北部丘陵新都1111111発整備事業に伴う文化

財潤査は、大規模でかつ.(~栖市と基山町の両市町に跨がることから、佐J'il¥!教行委fl会を調査

主体とし. !~lが1i教r.t委且会と碁山町教'f.l委 t1会との合同で訊I森体制を組むこ とで協蹟が進め

られ、 1 班 2 名から成る 3班を~•If注と し、この 6 名に全体の田整を祖当する 1 名を加えて、 佐
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賀県3名、ん栖市3名、甚山町 1名の7名体制で臨むことになった。
u●ばら ●んご9

平原遺跡I・2区調査の原因となった本川）II防災劉節池新設工事は.J凶栖北部丘陵新都市開

発整偏軍粟．氏栖工区の治*. J/j災を目的とする関迅琳業で蓄佐賀県土木部の所管により計画が

違められていたが、平成 2年度に入り事業の兄通しがついた段階で、埋蔵文化財の取り扱いに

関する協躇を始めた。凡栖工区全体の基本設計が確定していない状態ではあったが、幹線道踪

等の主要部分は概ね決定されており、 J}j災調節池についてもエホ工程の関係上、計画の変更は

困難であることから．地区内の埋蔵文化財については発揖悶査による記録保存で対応すること

で協議を進めた．

防災調節池が予定された約7.2haの内、西北角の段丘上約3.000吋については昭和53(1978) 

年度のA栖市教脊委貝会による試揺潤査で、弥生～古墳時代の集落遺跡が確認されていたが(.~

栖市教百委H会 1982 『平原遺跡・平原古墳』，ci栖市文化財調査報告苔第11集）、これを除く低

地の水田部は埋蔵文化財の有無が不明であった。このため平成2(1990)年II月に佐賀県枚訂

委且会が、Q栖市教脊委且会の協力を得て、水田部の試掘岡査を実施した。その結果、縄紋時代

から近世の遺物が出土し、 当初予想されなかった縄紋時代の遺構も確認され、遺構の検出され

た地点を中心に平1は遺跡の拡大として周知化した。これに基づさ約17,OOOm• が新たに詞査の必
u•• •<o• ,. • 

要な面積となった。 実際の祠査工程としては｀碁山工区（烈谷古墳群 • 水呑古墳群 ・ 浦田遺跡）

の本調査が 1班、ぷ栖工区の試掘調査が 1班、本川川防災関節池工区（平m遺踏）の本綱査が

1班の体制で、平成 3 (1991)年 6月末から現地作業に入ることになった。

2. 調査組織

闘査主体

詞査協力

総括

輝局

局長

次長

庶務会計

佐貨県教訂委R会

島栖市救有委員会・基山町教行委U会
.... よ●●

提 清 行

た●し ● .. , へ＂
応島忠平
•••• 0,4" 

中牟田賢治
"'む● ●だ●●

西村({宰曾.....
瀬F 明廣，，.... , .. 
永松和久
u,o  .,' 

濱 野 清子
· ~ ● . 0 ●ヽ^
小林 宜洋
•つ疇り.. 

松瀬弘
... , だ・,,.
池田学

佐JU¥1教'f.l長

佐買県文化財課長

佐買県文化財諫長補佐

佐賀凩文化財謀長補佐（平成 3年度）

佐双県文化財課長補佐（平成 4年度）

佐双凩文化課庶務企画係長

佐双）R文化界庶務企飩係主査

佐賀JI!文化諫庶務企画係主査

佐買県文化課庶務企画係主事（平成 3年皮）

佐買m文化課庶務企画係主事 （平成 4年度）
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... , ヽ た.'
武次多美子
・し●わひ・ こ

J;lJII向祥子

武l査且

潤査主任

潤査fl

た● . " 今9

高瀬哲郎
uぐ... のヽ
樋口秀信
とく，，“ ●だつぐ

徳;kl't紹

しニ・ ただし

渋 谷 格も...ようじ みう

森本肋二郎
し● だ ●●..  

庇田品宏
●●● ●つ<)Z

沿浅滋帖

・為●重 北伽 し

久山窃史... ~... 
飛松広芙

佐nm文化課庶務企画係嘱託（平成 3年度）

佐買県文化課庶務企画係騒託（平成4年度）

佐nJ¥!文化財課闘査係長

佐双l¥!文化財謀調査係文化財保護主祁

佐n県文化財課調査係文化財保護主事

（本川川防災閾節池工区祖当）

佐買m文化財課調査係文化財保綬主事（平成 4年度）

佐J'(l¥!文化財緑岡査係嘱託（平成 3年度）

島栖市教打委Jl会社会教訂課!JI務吏且

J,l, 栖市教'f-1委R会社会教脊蝶事務史R

（初II川防災闘節池工区但当）

A栖市教w委n会社会教刊諫氷務及且

碁山町教汀委n会教汀課文化財保頷主事

協力 地域恨興整錨公団．島栖都市開発&•務所 佐:!'llし！開発日新都市対策謙

佐nm土木部河川砂防課 ．．科栖土木llヽ務所 氏栖北部丘陵新邪市開発事務所

恥栖市娃骰部北部丘陵対策諜基山町企画課
• ^ • だ よしム●

この他、出土石岱の一部については1廿木田芳文先生（西南学院大学）
...... .,  ●● 

た村上恭通氏（名古屈大学）には出土鉄店の応も処i1lについてご教示をいただいた。

地元各位

に鑑定していただき、 ま

3. 調査の経過と方法
. ,~. . .  ご'

平1点遺跡の本川川防災詞節池新設工軍に伴う潤査区は、段丘上のRA畑地部を 1区（約3,000

面）．段丘下の水田部を 2区 {I7,000而）として、綱査を進めることにした。 1 区は1~栖市教刊

委且会試掘岡査時の31-I区にあたり、第 1-3試揺坑の 3箇所が悶査された地点で、このう

ち第 I.第2試揺坑が範囲内に含まれていた。覇査区の現況は、試掘覇査時にはほとんど畑地

であったものが、 その後耕作されずに荒れ地となっており 、雑木や竹が生い茂っている状態で

あった。伐採後、平成 3 (1991)年 6月268に揺削機による表土除去から作業を開始した。折

から 7-8flのIt,い時期が潟査の序段となり心配されたが、前年の猛暑とはう ってかわった冷

反であったため、立て絞けに米襲した台風9号鴫・17号 ・19今の子期せぬ閲害しあったものの．

比較的順岡に作業を追めることができ、平成 4 (1992)年 Ifl28日をも って現場での作菜を終

了した。諸記鯰類やIi',土遺物の整理は現場での作粟と並行しながら進め．本格的な報告行作成

作業は 2区と餅せて平成4 (1992)年度に行った。

・ら~·
遺跨名は．佐双J船i遺跡地図による「平駆遺跨J として、略号HRBで佐tllll教打委且会の台
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帳に登録し、調査区の呼称は算用数字を用いた。したがって 1区の場合であれば、潤査 ・竪埋

の際の記鯰類は rHRB-I J で表示されている。

調査区画については困土座ね第II系を基準とし、 X=44.000m、Y=-44.000mの交点を原

点としてlOXJOmを1桝とする方眼区割を設定し、 !km四方を同一の方眼区割で覆うことにし

た。南北列を南からアルファペッ ト2文字の組み合わせで、 AA.AB.AC.AD.・…・………・. 

CK. CL、の100列、東西列を東から数字2桁で、 00.01.02.03,.... ……・・. 9 8. 

9 9、の100列とし各々の区画は南北列名称の後に東西列の名称を付けて rsE O 7区面Jの

要領で示した．

遺構番号は 3桁の一述番号とし、百の位に 1区を立味する 1を付け、 101から始めた。この番

丹の頭に遺構の性格を示すアルファペット 2文字の分類記・りを付けて表示した。遺構の分類記

号は、佐賀I¥!内に限っても必ずしも絞ーされているわけではないが、地域的に潤査例の多い遺

構の種類 （弥生時代土沿棺墓など）や調査時の手順などを勘案して、 SA:撓列 ・塀、 SB:

揺立柱娃物 ・礎石姐物、 sc:石棺墓•石葺土坑墓、 SD : 溝・堀 ・流詫、 SE:井戸、SF:

道 ・道路、SG:fffl池 SH:竪穴建物、 sJ : 土器棺嘉 SK:土坑 SP:土坑幕 ・木棺

慕、ST:古墳・ 墳丘墓、 sx:その他、の分類をJ1Iいる。小穴については遺物の出土したも

のについて潤査区毎に一述番号を付け、 Pの記号を用いて rp-J」の要領で、また竪穴住居

の柱穴等については． 遺構毎にアルファペッ トで rp-A」の要領で表示する。

表土除去後、 遺構の平面形を検出し、竪穴建物と予想される大型の遺構は4分割の碁準を餃

定し、ほ50cm程の土H観察用試掘坑を確実に庇面と思われる部分まで揺り下げた後、堆積や遺

物の出土状況を観寂しながら而的に掘り下げた。実測は竪穴建物や特に必要と息われる土坑な

どについては、個別に I/20の実測図を作成し、それ以外については調査区全域を覆う形で II 

20の平面図作成を委託した。躙査の追行に従って土吊図や遺物出土状況図の作成、写其撮影を

実厖した。遺構写只については白!!.14X 5、白!!¥・カラーリパーサル35m/mを使用し、全体写

其については気球による撮影を委託した。

出土遺物は各遺構の状況に応じて、例えば竪穴述物の場合であれば埋土中と床面の遺物を区

別し、 4分割した揺り下げの単位毎に取り上げた。床面でまとま って土苔が検出されたものに

ついては出土状況図を作成したが、SH128の南東部を除きいずれも脱棄状態の遺物であると判

断されたため、報告行での図示は割愛した。水洗と乾燥の後、土沿については遺存状態が非常

に磁いことから含没強化剤（パインダー17)による処理を施して、接合を行った。

出土遺物と遺構実測図や写其などの到査記録及び遺物実測図や遺物写Jiなどの資料は．佐賀

県教打委貝会で保管しており、各々登仕番号を付けて検索が可能なように整理している。
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第 2章 遺 跡 の 位 置 と 環 境

1. 地理的環境
··~、. * . '●  び...も~·.. < " ..... 息..
平原遺跡は、佐賀J¥1A栖市柚比町字平原・大久保、今町字J;!田に所在する。今回調査を行っ

た 1区の地窮は、柚比町字平原31-1である。

• • • • •• 
遺跡の所在する約栖市は佐賀出のほぼ東端部にあたり、東北は三養甚郡基山町と．西は三養

· · ~·. たい9●會 彎.. . <•• O< C o•do 
基郡•11原町 ・ 北茂安町と、北は守扱山地の分水嶺を現として磁岡m筑紫郡郎召川町と、東は柩

・ご.. "" ' . . 
岡県小郡市と、南は筑後川を境として福岡m久留米市と、各々接している．

仮にiii庁含を中心とすると東経130'30'30".北緯33•22•30•に位口し．市破は東西8.2km、南北

9.0km. 而積71.731mtで、平成2年度の国防関査によれば、人口55.877人、世岱数16,183戸の地

方中核祁市である。気候は1991年の観測で、平均気温16.0℃、最硲気温34.2℃、最低気温ー3℃、

年間砕水黛2.390.2mmと温暖湿潤である。
疇`,.. 

• r. 雑栖市の地勢は、北西に守仮山地の東端である九千部山系を背Rい、南の沖積平野に向かっ
●くし ●● 9る

て1l11ける格好で、この平野部は筑紫平野の奥部にあたると同時に．朝倉平野の西紐部を占める。
らくしの

福岡平野へは基山町から福岡り＼筑紫野市方面一俗の地峡を経て述約するのに対し、狭義の佐賀

平野とは存伍山地より派生した丘陵地によって遮られ、独自の風土を醸しIllしている。
《 曾ん ぶ●＾

地形は、守恨山地の九千部山 (847.Sm)を主峰として、東南ないしは南方向に支嶺が伸び｀

次第に窃さを減じながら枝分かれする段丘、ついで平坦部となって筑紫平野の一角を成す沖積
ご.., ん•ヽ レ・9し “●●

地へと至る。支嶺は大きくは2方向があり． 一方は権現山から宙東に下り電杓子ケ峰で一旦東

に折れて平原遺跡の所在する柚比町・今町の段丘に逹している。もう 一方は九千部山の西南か
•べ...こ●● ...... . .,  

ら市に下り、石谷山から笛吹山を経て北茂安町千菜辺りを末端とする段丘に絞いており、それ

ぞれ市域の東西両側を画する性格を有している。更にこれらの問にあって九千部山の南から始

まる支嶺は｀沿~;から面東に下 り、廿浩笛で収束する．

山麓に扇状地を形成して段丘を1111析した後、平野部を南流
鳥● .. ●● ..  が・， ．會る ●● 

する。いずれも筑後川水系で、主要なものは東から秋光/II、山下川、大木川、安良川、沼川で
●^ご, ... 傘

ある。本/II川は、杓子ケ峰の東麓から柚比町の段丘群を縫うように東流した後、赤坂付近で方・......
ff1代本町の載る中位段丘の東端に沿って南流して山下川に合流する。かつては流填

・ぴ ●も拿ん

の集沼名に因んで赤坂川 とも平瓜川とも呼ばれ、また上流部を柚llt}II、下流部を八幡川とも云
0●●た

ったよ うである。明治15-16年頃に作成された r,長崎県肥前国基具は郡村誌』姫方村の項には r深
とがよ し . .  ご9

処五尺、浅処弐尺。 濶四問乃至八問、其流急二其質澄シ。 村ノ北境永吉村字本i•J ヨリ出ツ。 因
..  こく

テ本河川卜称ス。」とあり、本川川のrh来を知ることができる。『肥ii引国風土記』碁諄郡姫社郷
令● じ み、.,,.鯰●h

の件には r此郷之中有川、名曰山道川．其源出郡北山、面流而會御井大川oJ とあり、郡の北部

河川はこれらの支嶺に祓を発し、

向を変え、

山中に源を発して南流し、御井大川すなわち筑後/IIに注ぐ という 「山道川」は現在の山下川と
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推定され，その支液である本川川 b古くから屯妥な河川と兄倣されていたものと、思われる。

表1f1地釦ふ /El函沢類を主体とし、枷~ili-岱にのみ三郡変成岩に属する結品片岩が認めら

れる．上壌は、山地の花Iii沿類母材褐色森林土壌、段丘の化r.1壮類母材貿色土壌、扇状地と沖

積低地の灰色低地・I:壌、の 3つに大きく区分できる。硲位 ・中位段丘では.r.~栖ロームと呼ばれ

る阿蘇4火砕流堆積物が覆っているが．抽比地区の段丘群では認められない．

I~(生は、）し千部LIi頂近くに夏緑広袋樹林僻に屈するプナ林が~,然植生として見られるものの．

これ以下の樫店では照葉樹林（暖温・岱常緑l公葵樹林）が潜在自然植生と芍えられ、平原迫跡2

区での花粉化石分析の桔果から． 遺跡問辺においては縄紋時代晩JIil-古項時代の古い生も照袋

樹林であったことが愁定されている．

f ~ 

： ＇ ＇ ＇ ヽ／ー
、

ヽ
ヽ

,, 
,9、ヽ釆

"' 

゜
。か

,
6
 

，， ~. 

図 1
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動物相は、大型獣ではキツネ、タヌキ、アナグマ、イノシシ、ニホンザルの5種が確認され

ており．存飯山系の他地域ではこれにニホンジカが加わる。平原遺跡 1区の発掘悶査中にも群

れから離れたニホンザルと遭遇したことがあった。また晶類では、 1984年の石谷山における綱

査でコサギ、マガモ、 トビ、コジュケイ、ヤマドリ、キジ等43l重が確認されている。

2. 歴史的環境
・人ごう＆ ●ん、ょう うしわ...,, 

旧石器（岩宿）時代では．本}II原遺踪"・本行遺跡”・牛原前田遺跡.,等でナイフ形石若や角錐状

石沿といった示標遺物が確認されているが、遺構や遺物包含層の岡査例は今のところない．

縄紋時代では、1：渭,,期を除き少ないながらも早期から晩期までの資料が認められる。この時

代の様相については『平鋲遺跨II』でやや詳しく述ぺることにし、主要なものに限って触れて
にしピ

おくと、前期と後期の遺物は散在的に兄られるのみであるが、早期では西田遺跡.,で押型紋期の

集石炉多数が、中期では平原遺跡2区”で並木弐期の集石炉多数が．晩期では本川原遺跡 ）`で県
., ..  た

川式期の袋状土坑 2 基が、安水田遺跡”で前半頃の土沿棺~I 基が検出されている。
•• < <A<IAI? 

縄紋時代晩期後半あるいは弥生時代早期とされる時期の遺跡は、村田三本松遺跡＂ で山の寺
“がよし

式～夜臼式の土若棺藝群が潤査され、永古遺跡.,では完形の布柄庖製石剣が夜臼式の壺と共に

/J'o土し．土坑秘の副葬品である可能性が示されている。

この時期から弥生時代前期;r,1半にかけての集沼は実態が不明であるが、前期後半になると北

東部の柚比地区の一群と、南西部の朝日IIJJli麓から北茂安町千栗に至る丘陵地に展lll1する一群

との二つの遺路群が形成される。いずれの地1成い及丘と小谷とが複雑に入り組んだ地形であり 、

初期の水稲農耕集裕の立地条件に適ったものであることが従釆から指摘されている．
・ つと＊ 、．．皇ら●しだ .. ""' 

北東部の柚比遺翔群では、八ツ並遺跡.., ・今町岸田遺跡"'・長ノ原遺％＇”が集落として卒く成

立しており．八ツ並遺跡と長ノ匝遺踪は後期まで続く拠点的集落である。中期初頭には平原遺
皇Aだ●., .... 

踪"'・安氷田遺粉＂＇• 中期中葉には前1ll遺跡U)等の集落が新たに加わる。墓地は柚比柑坂遺
.. (げ

跡.. ). 安永田遺跡・大久保遺跡"'・フケ遺跡.., 等の集団募地が形成されている。中期後半段階に
（ばた

は安永田遺跡,.,で鉄剣や細形鉗文を品lj葬する土岱柁硲が、八ツ並遺跡に隣接する基山町久保田

遺跡'"で鉄剣や鉄文を/,II)葬する土器棺秘が検出されている。また平原遺跡3区'"で細形銅文の

鋳型が、平9応遺跡 1区では中期初頭の竪穴建物から守銅店鋳型の小破片が出土し、初期の存銅

益生産が明らかになりつつある．更に中期後半から後期初頭には安氷III遺踪において銅鐸や銅

矛の生産が行われている。

一方．酎西部の遺跡群は濶査例が少ないため実態の不明餃な部分が多いが、 村田三本松遺跡

では前期末-•l•期後半の土岱柁慕群が検出されており．早い時期に集落の成立をみていたこと

が解る。現在岡査中の本行遺跡は中期から後期の拠点的集蕗で、 10数点の行銅缶鋳型の出土は

柚比遺跨群の安氷田遺翔に匹敵する集中的なw銅岱生産を示す。ここでは綿1形銅矛 ・中細形銅
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o: 平原遺躊
8: 大久保遺鑢
O: 八ツ笙・金丸遺誼
Q : 今町岸田遺魏
.,, 柚比樗坂遺謡

. : 樗坂炭化米遺躊
o: 長ノ原遺鑢
o: 赤坂古墳
o: 剣壌古墳
● ：フケ遺躊

● : :$:Ill原遺跡 • : 杓子ヶ峰古墳群 . , 牛原前111遺緯
● ：田代天溝官東方遺跡鬱 ：東十郎古墳群 . : 膊尾城鑢
● ：安,klll遺躊 . , 郡谷（群石）古墳群 ● ：葛籠城鑢
e: 荻野遺鑢 e: 宮西古墳群 e: 山浦新町遺躊
● ：日津Ill遺躊 • : 田代代官所跡 ● ：山浦西北方遺鑢
● ：庚申霊塚古墳 鬱 ：本原遺跡 ● ：西田遺鑓
● :111代太田古墳 e: 浦Ill遺跡 ● ：四の坪遺跡
e: 岡寺古墳 e: 古賀遺篇 . : 山浦古墳群
• : ,klll古墳群 . , 元古賃遺跡 ● ：薄尾古墳群
縁 ：神山古墳群 ● ：稲塚古墳 . , 桑ノ木添遺緯

図 2 周辺の主要遺跡 (I: 50.000) 

-8-

• : 蜂揖定地e: 今泉遺跡
• : 真木官の前遺跡
e: 山田遺跡
• = 笛吹山遺躊
• : 惣楽遺鑢
• : 襴の元遺跡e: 村田三本松遺跡
• = *行遺誼
e: 検見谷遺跡



矛 ・細形銅剣 ・中細形銅剣・銅鐸 ・;i;i,月w銅器と多様な製品が生産されており、本遺跡や北茂

"ん • ec 
安町検兄谷遺跡"'の中広形銅矛埋納迫楕や、 J/,l辺からの/JI土と推測される広形銅文のSIi型.,,か

ら、 中期から後期に至るまで廿銅器の生産が絹絞した地域であることが推測される。

••<t• 
弥生時代後期になると．この二つの遺踪群を核としつつも本駈遺跡.., や牛9点前田遺跡等に比

られるように、前代まで土地利用のjf{跡が比較的少なかった，(}栖市街地を含む扇状地や低位段

丘の先瑞部にも集落の影成が活発に行われ始める。これらは古墳時代前期まで絹絞して営まれ

るようで、柚比遺跡群や本行遺跡などの中期から続いた集落が古墳時代に至らずに哀退するこ

とと対比して。興味深い傾向と言える．

古頃時代前期ー中期の様相は集落戌 ・秘桟の双方において不明餃な部分が多い。出現期の
・か•伽 U ●A だ りもば＆

前方後方墳である赤坂古墳,.,や本川原遺跨＇●） . a岸田遺跡＇ ）の低墳丘方形墳等が前期の、平原古
... ,, .,.. •.! -が

I.It'" • 山浦古墳群"'・薄尾古墳群..,~ が中期の古fJ'Iとして知られ、集沼遺％では冗古買遺跡.., で

ややまとま った沢料が得られている。
っ.,.か

古項時代も後期の 6世紀になると、新たな集落の形成や国造級のr.j長藝と見られる剣塚古
鱈かで. -うしんどうづ•

墳.., ・岡寺古JJ'I"'・庚,1巧祖及古墳.., の3基の前方後円墳の築泣等、この地械における政治的状況

の大きな変化が襄えるが、その実想や背疫については今のとこる憶測の域をでない。またこの

時期には守副，l系の山覚部を中心に、油年'r.B'"'・ゃ；与；；*"菜佃•> . 笞~.. 面苓"・箔湘"・笠岩
古項群守の6世紀後半から 1世紀代にかけて群集墳の形成が顕芳である．

飛晶時代～平安時代前キ期の神令期においては、肥前国束沿の筑前国 ・筑後国と接する三国
•、. . ょ

国境にあたり 、慨ね大木川を境として北東部は基諄1111.m: 東部は養父＇郡の範圃である• r肥ii;Hil

風土記』碁印郡の条には渾陸所、毘十七、-"笠所小路j とあり、 『和名類染抄』に屈社．閻ttl・
• ，． かりかあ U 曽

碁罪 • 川上 ・ 長谷の 5郷が咲げられている。 また、養父郡は r肥前1司凪土記』に「郷比所、 里
と 言 0た ， . .. . ●皇 ● た

一十二、燥笠記と記載され、秘機郷、 日理郷、狭山郷がみえ、 『和名類緊抄Jには狭山 ・届ID・
● ぷ と ' .. かた•も Uた..., .. ヽも
養父 ・ 品栖の四郷が栄げられている。この う ち姫社郷は!.~栖市姫方町 ・柑崎町・原町一帯、碁

．．．ぐもらくら 曹^9ら 疇~·らくら●うえ..し●＜ヽら
,. 郷は碁山町木山口• 小介・ 宮浦一岱、養父郷IH雑栖市養父町・蔵J:町 ・宿町ー帝にそれぞれ

比定されているが、これ以外の郷及び甚炸駅の所在は確定していない。晶栖の山米としてり肥

前国風土記J には「甘者 軽岨明宮御字楼Ill天旦之世、造秘届於此郷、取染雑，r.~、養馴 ii"上
., ●● よし● がり

朝庭。因El.!1届郷。後人改日、［直郷oJ とある。地械は異なるが、神埼郡吉野ケ里遺跡"'では、

、科飾I部の存在を示唆する叶i下部 I、i1t」と記された木簡や刻線で恥を描いた多数の土岱が出

土しており.r養父J"「山田,.r栖J等の媒行土器の出土と考え併せると風土記の記述との関連
U く●●9

で非常に興味深い。 なお、養父郡の「埠迂所J は Hの隈11 1 と呼ばれた~JIB iJIに比定され、また

碁長は郡には基絆城が設けられた他、碁律軍団の存在b想定されており、古くから交通の要衝で
』,,.,

あるとともに軍事的拠点であったことが襄える。当該期の遺跡としては、荻ff遺跡"・ 安永田迫
●9ヽ,. と

跡・ Ill社田遺跡 ・本）II原遺跨 • 本原遺跡 ・元古買遺跡で7-8世紀代の、柳の元遺跡＇＂で9世
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紀代の竪穴述物を主体とする集裕が潤査されている。

;う"' •··?
平安時代後期には、永承2(1047)年に神辺荘が、氷保3(1083)年に鼻い栖荘・ 幸淳荘 ・幸沖

新荘が大宰府天満宮安楽寺に寄追されており、 tド令制の弛綬に伴って多くの荘lidが立荘してい

たものと芍えられる。鎌倉時代後期における肥前国内の公領 ・荘間を網羅的に知り得る史料と

して苔名な正応5(1292)年8月16日r河上宮造営用途支配惣田数注文,mによれば、荘団とし
0ら た

て小介庄-.r.凶栖庄 ・宰津庄 ・幸津新庄 ・神辺庄（以上は安楽寺領）・養父庄 ・村田庄（以上は字
な も e , のべ ● ..  .,.. 

佐弥勒寺領） ・奈良田庄 ・瀾部庄 ・荒f呆社領 ・束届:i.t.領が、公傾として碁比北郷 ・基け南郷 ・養
ヽ とく ...... 

父東郷・養父洒郷 ・義得保・瓜生野保が珠げられており、大宰府天満宮安楽寺領を主体とする

荘団が大きな割合を占めている.::と、公領では律令期の郡が中世的な郷へと分解し、義得 ・瓜
.. ヽ・

生野等の名を冠する収税単位が成立していたこと等を知りi!)る，在地領主としては、け繭崎氏・. , . . ... じ.. .., ら こうのぇ

上々呂木氏 • 藤木氏 ・山浦氏 ・神辺氏等が史料に散兄され、 鎌介御家人として活躍した氏族も
... ? ば 9ら た

多かったようである,.,。 遺勝の醐査例では、 一の坪遺~·" ・日岸田遺跨 ・ 浦田遺跡＂）等で村落の
, .... ず＾

一部が、今泉遺跨...では在地領主の舵かと、息われる遺構群が兄つかっている。
し 9ヽに

南北朝から玉町時代の肥前東部地域は、九州探題と小弐氏の覇権争いを軸として戟国期に至

．．ベ
るまで戦乱が絶えず、西方に九州探赳の本拠地ともなった絞部城を控え、交通の要街でもある

. .  だ

本地域は、布勢力の錯綜する戦略的な拠点であ った。戦国期には現在の筑紫野市原n」を本n地
しくし かつ●応 ..  づ

とする筑紫氏が勝尾城を本城としてIM辺を押さ え．戦国末期の天正14(1586)年に島津氏の北
9づ 6

liEによ って落城するまで.-ii; 籍城守の支城群と総構と推定される外郭線に防御されな領主の

館を中心とする城下集落が形成されていた叫

天正15(1587)年の翌臣政権による九州平定の後、甚I.ill昂と養父郡の東半分は小早川梵禁に、

養父郡西半分はfl.I島直茂に与え られ、以後iiり名が対馬藩領、後者が佐買本藩領として明治維新
た しみ とど.. 

を迎えることになる。長崎街道が通過するため、領内にはそれぞれ田代宿と轟木宿が設けられ｀

宿場として栄えた。

本京の位後に、近世以前の r抽比村」について触れておきたい。慶・此年間の絵図には柚比村

と w代村が兒え、 現在の平Ii~集落は柚比村を本村と して、江戸中期までには成立している。こ

れ以前の一俗の状況は、承元 3(1209)年4月25日r肥前困切守所下文案」...に r甚J.l!-llll」の r恒

松」名があり、文,k3 (1266)年6月日 r肥前国検注帳案J"'に r基0北郷」の r由比恒松名J

とあることから、鎌介期には国街領である碁真K北郷に r由比恒松J と称される名田が存在して

いたことが解る。現在までの試掘岡査や跨査による中世遺跡についての知兄と先述の近世村落

の在り方から釈すれば、この r由比恒松J は、ほぽ現在の柚比集落を中心とする一滞に比定で

きよう 。また、元徳2(1330)年閲 6月108「伯西下知状案J'"には河上宮の神役を対掲し9崖促

を受けている r由比村地頭代紋喩」の名があり、この「由比キむが r由比恒松J と同一である

可能性は充分に考えられる。いずれにせよ先に拳げた2点の史料から鎌倉時代にこの地区に収
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税の対 象と なる一 定規模の村沼が成立 しており、それが rdl比J と呼ばれていた.:.とは疑いを

容れない．
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第 3章 調 査 の内容
1, 平原遺跡 1区の概妻

平原遺跡は亀佐買m恥栖市柚比町字平9点・大久保と今町字岸田に所在する.Tl'保Li.I地東部、

九千部ILL系の杓子ケ峰（標応312m)から束に伸びる段丘群の溢部にあたる。遺跡がのる窃位段

丘は花位l岩代の基撃で、上部は粘f'tの怖い赤褐色の凪化土壌である。弥生一古項時代の遺構は

この粘質土に掘り込まれており、その上位にはIEI耕作土を含む褐色～灰褐色の表土が30血程度

の肛さで堆積している。

平原遺跡として1月知化されている範囲を地形的に兄ると、大久保遺跡から述なるぽ窃54-30

mの段丘、その基部付近より派生してiii債に並行しつつ延びる尾根筋、 2区として悶査した東

債の水田部、の大さく 3つに区分でき、遺跡の主体部を成す約 6haに及ぷ段」'i:..t.は、今次調査や

確認岡査の結果から一述の集裕遺跡として認盆できる。1区は、この段丘の東沿部を占め屎｝団43m

を·Jil€ilififrとする尾根のはぽ主要部分で. 3区間辺に次いでまとまった平坦而を成す地区である。

1978年度に.r.i栖市牧f1委且会が確認調査を実施するまでは、遺跡の内容はほとんど知られて

おらず. 1区東側の現在崖落ちとなっている部分が削平された際に、箱形石棺廷らしい遺惰3

基程があったと伝えられるのみであった。 J~栖市教育委且会の試掘は地番を地区名として行わ

れたが、今回 l区として製査した辺りは31-1区として3箇所の試掘坑が設定されている。硫

認岡査の報告杏では、他の試掘区の関査結果と餅せて弥生時代中期初頭ー前葉・中期末ー後期

初頭・後期後半～終末、古頃時代,,,期～後期と断絞的に営まれた集硲遺跨であることが予寮と

して述べられており 、今回の祠査によって、その兒通しの正しさが明らかになった。

1区の頃査面積は約3,000m'で地形的にもまとまりの良い範囲であり、遺構の分布は密集とは

言えないまでも比較的密であった。遠構番令を与えた71碁の内訳は竪穴建物30棟 ・土坑39碁 ・

溝 2条で、その他に小穴多数が検出され、整理期間の関係で充分な検討は行えなかったものの、

劉査段階で掘立柱建物と認識できるものはなかった。竪穴建物は｀弥生時代中期初i.li-前葉が

3棟、 中期末ー後期初頭が2棟、不確実であるが中期初頭～前菜の可能性があるもの 4棟、後

期後半～終末が 91原、後期のいずれかの時期のもの 6棟、弥生時代であることは~~るが時期の

限定が難しいもの2棟｀古墳時代中期が 1棟、時期不祥のbの2棟であり、弥生時代後期後半

ー終末が主体を占め、次いで中期初顕-jjij葉が多いようである。土坑のうち時期の解る bのは、

弥生時代中期初頭ー前葉12基． 中期末ー後期初頭2碁で、時期別の出現串は竪穴娃物の傾向と

はかなり異なっている。

以上のように、 1区は弥生時代中期初頭～前菜と後期後半～終末の2時期を盛期とする断絞

的に岱まれた集活であることが明らかになり、特に弥生時代中期初頭～前葉段階の遺構からは

竹銅匹鉗型片や石製剣把頭飾が出土し、大きな成果を挙げた。
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2. 弥生時代の遺構と遺物

(1)竪穴璽物

S H101 (図6,写真図版4-1)

岡査区北東部のBI2 0区画に位沢し．一部は調査予定区外であったが拡張して完掘した。

S Kl07と黛複し、これより新しい。平面は長方影で、北東隅が攪乱によって破壊されているが、

慨ね全形を知り得る。長紬6.0m、短軸4.7m、現存¥,t布0.07-0.3m、主輪はN73'Wである。

I 
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 図6 SHJOl(1 : 60)胄出土遺物(1: 4) 
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貼り付けの届内応床部（いわゆるペッド状遺構）が東西2辺に設けられており、床面からの窃

さは0.05-0.16mである。中央の土坑は炭化物を儀かに含み、炉の可能性がある。また南限際

中央には深さ0.2mの不整形な投際土坑がある。主柱穴は長軸に2箇所で、柱間は3.6mである。

遺物は埋土中から弥生土器が、只際土坑中から砥石 1点が．また床面でt刊撞不明の鉄沿片が 1

点出土 した。土西はほとんどが小破片で、多くは流入によるものであろ う。

lは体の口緑部からf本部にかけての破片である。2は大型の砥石で長紬の一方を欠損する。

石材は目の細かい泥岩と息われ、 f史）Tl面は4面に及ぷ．

S H102 (図 7• 8, 写真図版4-2)

覇査区北東部のBH20・BH21区画に位沼する。平面は長方形で、 主紬はNS"E、長輪

6.4m、短軸4.8m.現存壁高0.16-0.3mである。削り出 しの届内硲床部が東側を餘く 3辺に設

けられており、床面からの高さは0.05-0.1mである。東壁際中央に壁際土坑。中央に炭化物を

僅かに含む土坑、北辺に焼土の充填する土坑があり、 炉と思われる。主柱穴は長軸に2箇所で

主釉よりやや西に恨れ、柱間は3.6mである。遺物は埋土中及び床而から弥生土岱が、床面から

鉄鎌 1点が出土 した。

3は甕の庇部破片で、 SHIOIの検出段陪で出土した破片と接合した。4は鉢で亀口絃部は僅

かに内傾しながら立ち上がる。5

は台付鉢の脚部である。6・7は

高杯の脚部でいずれも 3方に円形

の透かしを穿つ。 8・9はいわゆ

る杏形支脚で、上面はやや傾斜し

中央に1Lを穿つ。10は中空の筒状

の支脚と思われる。lJは鉄鎌で、

行柄部は折り返しにより作られて

おり、先溢部は欠mする。

SH113 (図9) 図8 SHI02出土鉄器 (l:2) 

『

ー

ー
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II 

。
10, ● 

訟l査区北部中央のBH2J・BH22区画に位ばする。SHIISと頂複 し、これより新しい。

遺存状態が悪く東辺は只の立ち上がりが不明であるため平而形も不確実であるが、 1辺約 4m 

の方形の可能性が弦い。南北棟とみた場合、 主軸はN25'W、長翰4.2m、短釉3.5m以上、現存

!'.t硲0.05mである。炉や屈内硲床部は確認されなかった。主柱穴は4箇所で、梁行柱IIIJI.8-1. 

9m. lfr行柱IUIJ.9-2.0mである。遺物は小穴中か ら土若細片と烈'"岩和I)わが少lit出土したが、

この住居に伴うものかど うかは;i;明である。なお時期の決定できる土磁や構造上の明確な特徴

に欠けるため使立的に弥生時代の節で説明したが、 4本柱で平面方形と推定されるこ とから古

項時代の所産である可能性も強い．
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S H114 (図10,写真図版4- 3• 4) 

調査区北部中央のBH22・B122区画に位沼する。一部が調査予定区外であったが、拡

張して完掘した。 SHl15と麗複し、これより新しい。平面は円形で｀径6.l-6.3mである。床

面はほぽ水平で、現存壁石は北へ向かって低くなる地形のため北傭が0.Jm、南側が0.3mであ

る。中央に炭化物を含む土坑があり．その西北部に炉と、思われる焼けた硬化面がある。主柱穴

は6箇所で、柱間は1.8-2.6mである。壁溝がほぽ）周している池、は1仕切りないし排水のた

めと思われる小溝が3条ある。またi酎爾の壁際に踏み石か台石かであろう大型の院が平坦な面

を上にして据えてあった。遺物は哩土中及び床面から弥生土溢と熱耀岩刹片が出土した。

12はく字状を成す甕の日緑部で。頚部で強く折れて直線的に外上方に伸び、口紐部上面は内

栢する。 13-15は甕の底部で、安定した平底から直線的に立ち上がる。 13は中央部土坑脇の床

面直上で出土した。 16は鉢で.Jrf部から大きく直線的に開き、 一且綬やかに内笥した後、其っ

すぐ立ち上がる• 17は呂台で、口緑部を欠く。

S H115 (図11,写真図版4-4)

罰査区北部中央のBH22区画に位醤する。 SH113・S H114と重複し、どちらよりも古い。

削平が著しいため不確実ではあるが、径約7mの円形に復元できる。現存堕高は0.05mである。

主柱穴は6箇所で、柱間は1.8-2、2mである。 主柱穴のうち 2節所はSHll4内にあり、中心部

と思われる土坑がSHl14の弐際で確認された。遺物は埋土からはほとんど撫く、主柱穴やその
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他の小穴から弥生土器・m,釦岩剥片が少駄出土 したのみである。土吾は細片で時期の解るもの

は無い。

SH121 (図12,写真図阪4-5)

調査区中央部北寄りのBG22区画に位漬する。SHl20と姐複し、これより古い。遺構検出

の段階では西側にもう 1棟の竪穴建物が原復するものと考え、これにSH122の遺構番号を与え

ていたが、土層の観察では 2棟の重複とは認められず、完揺した状況を節まえ SH121の張り出

しと判断した。したがって、遺構番号$H122は欠番とする。平而は長方形で、長軸6.0m、短

紬4.lm、現存壁甜0.3m、主軸はN23'Eである。床は厚さ0.05-0.1mの貼床が施されている。

床面に間仕切りないし排水のためと息われる小溝が確認された。貼り付けの品内布床部が南北

2辺に餃けられており、床面からの高さはO.lmである。中央に土坑、東壁際に不整形な深さ

-24-
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図12 SH121(1 : 60). 出土遺物(1: 4) 

0.35mの壁際土坑がある。主柱穴は長軸に2箇所で、柱nりは3.0mである。遺物は埋土中及び床

面から弥生土召、砥石、!!¥耀岩桑,,片少反が出土した。

18は球形の壺の体部で、庇部は九庭に近いようである。19は小型の鉢で、口緑部を僅かに欠

失する以外は完存である。 体部上位で屈曲して先細りの口紐部へ絞く。 20は応杯の脚部で、全

体の形状は明らかでない。

S H123 (図13 • 14, 写真図版4-6)

潤査区中央部北寄りのBG22・BF22 ·BG 23 •BF 2 3区画に位困する。SH12l・SH120

の西南に接するが直接の煎複関係にはない。平面は悶丸艮方形で、長軸3.Sm.短軸3.4m、現

-25-
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存壁店O.l-0.3mである。やや小型で主柱穴も特定できなかったが、床面は平坦で!'.?の立ち」こ

がりも明瞭であり｀焼土を含む土坑を伴うことや遺物の出土状況とも併せて竪穴建物と判断し

た。遺物は哩土中と床面から、弥生土註多数が掌大～幼児頭大の礫とともに出土した。

21は完形の小型の甕、 22は大型の甕で．頚部に断面三角の突帯を巡らせる。23は口緑部が直

行する壺で、庇部は丸底である• 24は窃杯で、杯部は直線的に開いた後、中程で一旦折れて僅

かに外反しながら口緑部に至る。脚部は中程まで直線的に伸び、中程から大きく開いて庇部と

なる• 25は口紐部が大きく開く若台である• 26ははほ完形の鉢で、不安定な底部から一且くび

れて僅かに内湾しながら立ち上がる。

SH12ヽ （図15~17,写真図版4-7)

調査区北西端部のBG24 区画に位蹟 し、 一部BG23区画に及ぷ• S Hl57と汲複し、これ

より新しい。本遺構は、 1978年度確認綱査時における平原遺跡31-1区の 1号試掘坑1号住届

跡である。平面は長方形で、長軸6.8m.短軸5.3m.主軸はNG"Eである。現存虹店は東壁が

0.4mで、西側はほとんど残っていない。削り出しの届内店床部が束債を絵く 3辺に設けられて

おり、床面からの応さは0.05-0.Jmである。主柱穴は長軸に2箇所で、柱間は3.smである。

中央部に焼土を含む浅い土坑が．その西南に焼けた硬化面がある。東繋際中央に限際土坑があ

り、ここから輻0.4m、深さ0.2m程の溝が北西角に向かって伸び、更に濶査区外へ続いている。

壁溝はほは全周している。遺物は埋土と床面から弥生土呂がま とまって出土した．
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図14 SH123出土遺物(1: 4) 

27は大型の甕で、頚部に断面三角形の突杏を．胴部下半に断面コ字形の刻目突苓を巡らせる．

口緑溢部は僅かに内傾した面を成す。 28-30は甕で、胚部の解るものは丸底に近い。 31は穿孔

を1箇所もつ特異な沿種で、蓋と判断した。 32はいわゆる沓形支脚である。 33は中央部の土坑

から出土した複合口紘壺で、上部と下部とが直接接合しなかったため呂窃と正確な形状は知り

得ない。口緑部は鋭く折れて短く直線的に伸び、底部は凸レンズ状である。 34・351よゆるやか

にくびれる伍台である。
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図15 SH124 (1 : 60) 

SH12J (図18• 19, 写真図版4-8)

潤査区中央部やや東よりのBG21区画に位武する。SD144と煎複し．これより新しい。削

平が苔しく、東墜は全く残っていない。平面は長方形で、長軸4.5m以上、短軸3.5m、現存壁

窃0.lm、主軸はN85'Eである。届内芯床部は西辺のみ寂跡が確認され、床面からの私＇さは 0.05

mである。主柱穴は長軸に 2箇所で、柱間は2.9mである。遺存状況の比較的よい北辺から西辺

にかけて壁溝が巡る．遺物は床面から弥生土益が個体毎にややまとまってIll土し、 主柱穴から

は駈部破片が出土した。

祁は甕 37-39も庇部のみの破片であり不競実だが甕と思われる。38は西側の主柱穴から出

土した。 40は大型で浅い九底の鉾、 41は広口の壺とすべきか。42は複合口絃壺で、屈曲部に刻

-28-
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図17 SH124出土遺物 2(I : 4) 

目を施す。43は杏形支脚で、上面の突出は平たく大きい。 44は窃杯の杯部、 45は脚部で4箇所

に穿1Lを持つ．

SH128 (図20~22,写真図版5- 1 • 2) 

潤査区東端やや北よりの BF20・BG20区画に位震する.S K 160・S D 144と煎複し、

これより新しい。平面は長方形で、長軸6.5m、短輪5.7m以上．現存lifi¥'f,0.4m、主輪はNS'E 

である。1978年度確認潤査時の31-I区3勺試揖坑によ って北壁が一部削平されている。削り

Illしの屈内高床部が南辺と北西角に設けられており、床面からの高さは0.05-0.Jmである。主

柱穴は長軸に 2箇所で、柱1111は2.6mである。遺物は埋土中及び床面上から多数の弥生土沿が出

土し｀特に南東の屈内布床部上では数個体の甕と複合口絃壺が据え冠かれたような状態であっ

た（写其図版 5-2)。

46-49は中型の甕、soは小型の甕で、庇部の解る46・50は不安定な平底である。51は中型の

甕の底部に穿孔を施している。 52ははほ完形の複合口紐数で、底部は丸みを岱びてはいるが平

胚である。 53・54は窃杯で、いずれ b脚部に 3箇所の穿孔を持つ。55はやや大型の直口口絃の、

56は強く屈曲して外反する日籍の.57は絞やかに外反する口紐で平ll:の、鉢である。 58は台付

体の脚部であろう。 59-62は沿古、 63・64は沓形支詞である。

-30-
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図18 SH127 (1 : 60) 

SH131 (図23,写真図版5-3)

岡査区中央やや西よりのBF23区画に位蛮する。 S0172と原複し、これより新しい。平面

は悶丸長方形で｀主紬はNSWである。北軸3.9m、短紬2.9mと小型で、怜i溢中央部にそれら

しき小穴が1箇所ある以外は主柱穴と思われるものはない。床面は平坦で、現存只硲は0.07mで

ある。遺物は弥生土召片少点、砥石状の不明石沿と石鏃が 1点ずつ、県耀岩泉I]片が埋土中と床

面から出土した。

65-68は甕の口粒部で、いずれも断面三角形の特徴を示す。 69 · 70は印手で上IL~の甕のと臼部

である。71は床面の面西閑から完形で出土した、熱色の緻密な泥岩製の磨製石製品である。良

＜彫きあげられた方柱状の一端が、鋭くはないが、あたかも片刃石斧の刃部の様に作り出され

ており、図の裏面備には、断面半円形の溝が作り出されている。実J1l品とすれば砥石とみるの

が屈当なところであろうが、その特異な影状は柱状片刃石斧を述悲させる。管兄では周辺での

類例を知らない。 72は讃岐岩質安山岩製の石媒で．先端部と片方の脚部を欠く。凪化度や形態

の特徴は、土器の時期とも矛J/lのないものである。

S H132 (図24~26,写真図版5-4)

潤査区西償中央のBE23・BF2 3・BE2 4・BF2 4区画に位ばする。平j'f,i(;tt

で、長軸5.lm、短紬3.4m、現存堕o¥li0.07-0.2m、主紬はN45"Wである。削りIiiしの届内窃I未
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43 ニ "図19 SH127出土遺物'(l : 4) 

部が長軸側の 2辺に設け られており、 1未面からの硲さはO.Jmである。中央部に焼土と炭化物を

含む長円形の土坑があり、炉と思われる。東傭の壁際には深さ0.3mほどの壁際土坑がある。主

柱穴は長輪に 2箇所で、柱間は2.3mである。埋土は上部が褐色土、下部は灰状の粘質土で多黛

の土呂が包含されていた。 遺物は弥生土邑以外に、烈耀岩~If片、砥石が出土した。

73は大型の甕で、頚部に断面三角形の突符を巡らせる。74-77は中型の甕で、78はやや小型

の台付甕である。79は口緑が外反する大型の壺、 80は胴部球形の広口壺である。81は口緑部が

外反する九底に近い$~、 82はいわゆる手捏ねではないが、小型のやや歪な鉢である。 85·861;1

口絃部上面が平坦で内債に短く突出する形態の、 87・88はこれよりやや大型で直線的に外反す

-32-
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図20 SH128(l : 60) 

る形態の岱台である。 89は鉢の可能性も考えたが、内面の関整や細部の作りなどから支脚と判

断しな 91は沓形支脚で.90しやや華奢でT寧な作りが奥質な感じを受けるが、類品である。

S H133 (図27,写真図版5-5)

岡査区西端中央のBF24区画に位濯する。西傭が躙査予定区外にかかっていたため拡張し

て完掘したが、全体に削平が若しいうえに地形が西債に低くなっており、西辺は確認できなか

った。平面は長方形で、長軸5.6m 、短輪3.3m以上、現存!'.tif~0 .3m 、 主軸はN S'Eである。削

り出しの品内応床部が長軸側の南北 2辺で確認でき床面からの高さはO.lmである。中央部に

-33-
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図22 SH128出土遺物 2(1: 4) 
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図23 SH131 (I : 60). 出土遺物(65-70は 1:4, 71・72は 1: 2) 

炭化物を含む炉と思われる土坑が、東側の峡際中央に壁際土坑がある。 主柱穴は長軸に 2箇所

で．柱間は3.lmである。遺物は弥生土西小片の他.i且入と考えられる石鏃 l点が出土した．

92は複合口紐蛮の口紐部破片である。93は完形の県耀宕製石鏃で、表面は摩減してお 1)形態

からも縄紋時代の所産と判断される。

SH134 {図28)

糾査区西側中央のBE23・8F'23区画に位はする。平面は長軸3.3m、短軸3.2mのはぽ

方形で、北東悶にl.3X0.8mの張り出しがある。現存双硲0.05-0.lmで、主紬はN58.Eである。

床面は平坦で、中央やや北よりに焼土塊がある。 主柱穴は確定できなかった。遺物は小破｝ヤの
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図24 SH132(I : 60) 

みで、弥生土益片、須恵西片、 m屈岩刺片が少竺出土した。便立的に弥生時代の節で説明した

が、古墳時代の可能性がある。

S H135 (図29,写真図版5-6)

潤査区中央東よりのBE2 I区画に位沢する,SKISSと重複 しこれより新しい。平面は方形

で、 一辺4.2m、現存吠窃0.08-0.2m、主軸はN82'Eである。西辺に貼り付けの且内窃床部が

あり、函壁から0.6mほど離れて岱状に残る。床而からの店さは0.15mである。西壁から0.6m束

側を絵く 3辺に双溝がある。中央部東よりに炉と思われる焼土を含む土坑がある。柱穴と息し

き小穴が5-6箇所あるが、 主柱穴は特定できなかった。遺物は弥生土西片、 t¥l耀沿剥片が少

lil: 出土した。

94は中型の甕で、く字形に外反する口緑部から胴部上半にかけての破片である。

S H136 (図30,写真図版5-7)

調査区中央南よりのBE2°1・BE22区画に位ぽする。平面は方形に近い長方形で、長軸

5.2m、短軸4,7m、現存壁甜0.05-0.1m、主軸はNIがEである。術西溢に貼り付けの届内邸床

部があり、床面からの高さ0.05mである。主注穴は長紬方向に 2箇所で、柱IIりは2.6mである。

西辺から術辺西債にかけて壁溝が、東側の堕際中央に壁際土坑がある。遺物は裡土中から弥生
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図26 SH132出土遺物2(1 : 4) 

J:おの他、混入と思われる須忠器破片が出土した。

95はU絃部が直行する深みのある鉢、 96は沓形支脚で底部を1/3程欠く以外はほぼ完形であ

91 

る。

S H137 (図31,写真図版5-8)

調査区ifi信9中央のBD22・BD23区画に位困する。 SHl61と一部煎複し、これより新し

ぃ．平ihiは長方形で、長軸7.4m、短軸6.0m、現＃弐硲0.J5-0.3m、主輪はNS"Eである．
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図27 SH133(1 : 60). 出土遺物(92は 1: 4, 93は 1: 2) 

東債を除く 3辺に削り出しの屈内店床部があり、床面からの応さO.l-0.15mである。南償をの

ぞく 3辺と北側の高床部とに壁溝が巡っている。主柱穴は4箇所で、建物の主軸よりやや西に

桜れる。柱間は梁行2.lm、桁行2.9mである。中央部に炭化物を含む土坑がある。遺物は弥生

土苔、県耀岩刺片が埋土中から少量出土した。

97・98はく字形に外反する甕の口紐部である。99は董と したが、遺存状態も悪く確実ではな

い。100はやや尖り気味の九底の鉢で.m東構の壁溝から出土した．

SH138 (図32,写真図阪6-1)

調査区東端のBD2l・ BE21区画に位ばする。東債1/3程が削平のため全体の規模が明確

でないが、径5.5m程の円形になると力えられる。現存伐i百はO.!Smである。主柱穴は6箇所で、

柱間はl.5-1.9m である。 床面は東へゆるやかに傾斜している。 遺物は埋土中より弥生土~

摂躇岩刺片が少量出土した。

ー40-



／
 

ー

［＿ 

、1-4. J
 

~ きテ=争玉
。

2 • 

図28 SH134(I : 60) 

101は甕の底部で、主柱穴の一つから出土した。非常に厚みのある上liEで、胴部下半から直線

的にすぽまった後、強くくびれて台状を成す。

SH141 (図33)

潤査区東溢BE20区画に位ばする。SHl58・S Hl42と厖複し、いずれよりも新しい。東

側は崖硲ちで削平されており．全体は不11/1である。長軸Sm以上、短軸5.5m.現存壁?:/i0.4m、

主軸はN60'Eである。西辺と北辺に削り出しの届内店床部があり髯床而からの高さは0.15mで

ある。主柱穴は 1節所確認され、削平された東側にもう 1箇所あった ものと推定される。南と

北の璧際に土坑があり、面債の土坑から西辺屋内窃床部に沿って北債の土坑まで溝が伸びてい

る．中央には炉と兄られる焼土を含む土坑がある。遺物は埋土中と北債土坑より弥生土西片、

摂耀岩桑I)片が出土した。

102-104は甕で、102はやや内傾する L字形口緑、 103は口緑端部がやや肥厚しHが丸みを苓

びる• 104は僅かに上底気味の平底である。105は小型の甕ないし鉢で、口紘部と庇部は直接接

合しないため図上で復元した。 106は斯杯の脚部、107は内湾気味に立ち上がる鉢である。

SH 142 (図34)

潤査区東端中央のBE20区画に位沢する。 SHl41と重複し、これより古い。住沼ちで大部

分が削平されているため、全体の規模や形状は不明である。限の立ち上がりは明餃で、平面で
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図29 SH135(1 : 60). 出土遺物(I :4) 

は角の一つが認められることから、方形ないし長方形の堅穴娃物と判断した。現存拭高0.2mで

ある。深さ1.2m、径0.9mの小穴が1節所あり、 主柱穴と推定される。遺物は土沿細片が少北

出土したのみである。

S H154 (図35)

詞究区西瑞i紆よりのBE23区画に位四する。西側が一部関査区外にかかる。潤査段階では

土坑として記鉢していたが、 可能性を重袂して竪穴建物と報告しておく。平面は長方形か方影

と芍えられるが．遺存状態が逐<11/f確には検出できなかった。現存壁店は残り の良い部分でo.
2-0.3mである。 2つの遺構が旗複していることも芍えられる。遺物は弥生土笞片．摂耀岩剥

片が埋土•I• より少黛出土した。

108はL字形口緑の中型甕、109・110は小型の甕ない し鉢である。111は平駈の、 112は厚みの

ある上底の甕の底部、 113は壼の底部である。

S H15l (図36)

祠査区西端中央のBG23 · 24 区西に位蹟する• S HJ24と頂複しこれより古い。詞査区外

にかかるため全体は明らかでないが｀平面は径1m程の円形と推定される。現存弐高0.2mで、
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図30 SH136(I : 60), 出土遺物(1: 4) 

確認された栢1ll1には壁溝が巡る。主柱穴らしきものは 1箇所のみ確認し、中心部と．思われる土

坑をSHl24の北債高床部で検出した。 遺物は弥生土器小破片が少黛出土しただけである。

SH15B (図37)

訳l査区東なのBE20・BF20区画に位石する。 SH141と軍複しこれより古い。 北東債が

潤査区外にかかる。検出されたのが一部のため全体の規模や形状は明確でないが、平面は円形

で、径5m程と芍えられる。現存弐邸0.2mで、主柱穴などは確認できなかった。 遺物は埋土中

より弥生土岱小破片が数点出土したのみである。

114は口絃部が短く 外反する鉢と，思われる破片で、摩耗が芳しく本遺構の時期を示すものであ

るかどうか不確実である。
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凶32 SHl38(I : 60)、出土遠物(1:4)

S H161 (図38)

詞査区西南の8023区画に位困する。閑辺の遺構との関係では.S H 169・S K 159より新

しく、 SHl37より古い。平面は長方形で、 主軸はNJO'E、長紬7.0m、短紬4.6m、現存狡高o.
3-0.Smである。術北 2辺に削り I.LIしの届内高床部があり、床面からの硲さ0.15mである。西

南部分1/4程は攪乱を うけ破淡されている。主柱穴は 3箇所確認し、削平された部分にもう 1筒

所想定して 4本柱構造と巧える。柱間は梁行2.9m、桁行3.3mである。束竪際中央に深さ0.4m

の投際土坑があり、ここから北flllmi床部と床面との境にかけて歴溝が認められる．遺物は埋土

中から弥生土沿が少駄Ill土した。

JIS・116はく 字形を成す甕の口絃部、 117は応杯の脚部である。

S H162 (図39)

濶査区中央南よりのBE22区画に位沼する。乎面は長方形で． 主軸はN89ヽ ，、長軸7.Sm、

短軸は西IJIで4.0m、東側で4.5mと西側が少し狭い。現存吠邸O.lmである。西瑞でS0172と．
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東南隅でSHl36と派複し、いずれよりし古い。

東側に糾0.2-0.4mの硲床部が・岱状にあり、床

面からの高さO.lmである。主柱穴は4箇所で、

柱IIりは梁行1.9m、桁行1.7-2.lmである。炉と

みられる土坑が東西に2箇所並び、どちらも焼

土を伴うことなどから、住居の拡張も芍えられ

る。遺物は弥生土沿,Jヽ片が少駄m土した。

118は断面コ字形の甕の口緑部、 119は甕の底

部で」,.氏である。

S H164 (図40)

詞査区市よりの8D21・8D22区画に位

区する。 SHl65と貨複しこれより 古い。衛傭は

削平をうけ遺存しない。平面は長方形で、主軸は

N lo•E、長輪5 .5m 以上、 短軸4.8m. 現存~,窃

゜0.2mである。北辺と西辺に届内高床部が残って

おり、床面からの硲さ0.2mである。東側を除く

9

9
ー

調
査
区
外

」

｀`
 

41.h 

図34 SH142(1 : 60) 

3辺に削り出しの届内店床部があったのであろう。比較的遺存状態の良い北側には壁溝が確認

でさる．中央に焼土を伴う土坑があり、炉と芍えられる。主柱穴は長軸に2箇所で、柱Ill!は3.

Omである。遺物は弥生土吾が埋土中より少依出土した。

120はく字形の甕の口紘部、 121は台付鉢の脚部、 122は窃杯の脚部と、思われる．

S H165 (図版41,写真図版6-2)

製査区束溢面よりのBC21・B021区画に位霞する。SHl64と重複しこれより占い．東

傭が一部祠査区外にかかり全体の規模は明確ではないが、長軸5.0m、短軸3.8m以上の長方形

と考えられる。現存壁窃は0.3m、主軸はN20'Eである。届内窃床部が北辺と南西角にあり、床

而からの硲さ0.12mである。南西角に壁溝が、中央に炭化物を含む土坑が、西虹際中央に深さ

0.15mの虹際土坑がある。主柱穴は長軸に 2箇所で．柱間は2.Smである。遺物は埋土中及び床

面から弥生土お、捐耀岩彰j)わが少:!il:仕，土した。

125はく字形を成す甕の口紐部である。

S H169 (図42)

躙査区西端南よりのB023区面に位沢する。 SHl61・SK159と貨複し、 SHl61より古い。

検出段階ではSKl59の方が新しいと判断したが、出土遺物の検討の結果．逆の場合b考えられ

る。出土遺物が乏しく新旧関係の確定は慎煎を要する。西側が躙査区外にかかるため全体の規

模や形状はつかめなかったが．遺構の残存状況から平面は長方形ないし方形と考えられる。現
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図35 SH154(1 : 60), 出土遺物(1:4) 

存壁店は0.3mである。東辺に深さ0.2mの土坑がある他は小穴が3箇所確認されたのみで、主柱

穴は特定できなかった。遺物は弥生土器の小破片が少髪出土しただけである．
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SH171 (図43~45,写真図版6-3)

調査区はI?中央のBF2 I・BF 2 2・BG 2 I・BG 2 2区西に位囚する。本遺構は遺存

状態の追さから検出段階では竪穴建物と認識できておらず、小穴の密集部として揺り下げ、遺

物の出土したもののみに小穴の番号を付していたが、配沢図の作成段階において大型の竪穴紐

物であるこ とを確認したものである。i酎爾部分の壁がわずかに残存するのみで全体の形状、規

模などの細部については不明誼であるが、平面は径9-!0m程の円形と巧えられる。現存壁ir,

0.05-0.lmで、中央に長軸1.8m、短紬I.Im、深さ0.6m程の長円形の土坑がある。柱穴と息

われる小穴が密集し、建て替えや拡張が行われたことを想定させるが、検討が不充分で主柱穴
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図41 SH165(1 : 60)、出土遺物(1: 4) 

の位甜や数さえ明確には捉えされていない．遺物は小穴中から弥生土器、','/銅器餅型片、石芹

類、石製稔摘具、 U.lllil岩剥片、 ：I.: 製紡錘車が出土した。

141はP-98から/JI土したj'渭粗の鋳型片と思われる沢料である．図の表面と表面に炭索の付

行によるかと．思われる/-!.¥化が観哀され、表而傭が哀面傭より顕若である。両面錆型と芍えられ

るが、小破片で、図の側面傭が砥石として転用されていること bあり、 5射とされた製品は特定

できない。石材は鑑定の機会を掛ていないが．平原遺跡3区出土の細形鉗文鉗型や安;!<III遺肱

の鉗型に使用された石英長石斑岩と類似しており、同一石材の可能性が袖い。

124-135は中型甕の日粒部で、ほとんどが小破片であり.124のみが若形を知り得る程度の破

片である。124はP-197/J',土で、 n紐部がやや発逹した形態で、胴部の張りは弱い。125・126

はP-82111:tで.a絃部は断面三角形である。 125は1摩耗のため不確実ながら、刻目らしき痕跡

が観寮される。127-129はP-98出土で鉗型共伴 130はP-125出土、 !3lliP -140出土、 132

はP-162/J¥土、 133-135はP-128出土で、いずれし断面三角形の特徴を持つ。 P-8711.¥土の

136とP-137出土の137は甕の底部で、どちらも＂．みのある上底である。 138は僅かに上底気味

の蕊ないし鉢の駁部で.P-12611',± である。 139はP-141出土の小型の鉢ではぽ完存である．
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140は査のつまみ部で、 P-95Ll¥:t,

142・143はいわゆる太型蛤刃石斧で、どちらも刃部を

欠損する。142はP-130、143はP-138出土である。144

は袂入片刃石斧の体部破片と思われ、 P-96出土である。

145• 146は小型柱状片刃石斧である。 145はほぼ完存でP

-164出土、 146はP-851.l¥土で、基部側の一部と刃部を

僅かに欠掛し、研ぎ直しのためか非常に短い。147は完形

の小型儡平片刃石斧で、 P-211出土である。1481:lP-

96出土の石製稔摘具で、 1/3,!翌の破片である。背部は直線

的、刃部は外滸する両刃である。P-98出土の149と接合

する。以上の石材はいずれも鑑定を受けていないが、 142

-144は玄武岩、 145-149は泥岩であろう。15011P-115 

出土の土製紡錘車である．

◎ 11 J ． 
L.¥R 。II_J 

＇ 

i! 
＼ 

41,6a 

~ 盲

。
2 • 

図42 SH169(1 : 60) 
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(2)土坑

S K103 (図位写真図版6-5)

調査区北東限のBII 9区画に位因する。長軸4.0m、短軸l.l-2.2m.深さ0.3mの柑北に

長い不整形であるが現地形が東に向かってややきつく下がる傾斜を示し、西辺は直線的で壁

の立ち上がりが明瞭であることからすると、本米は隅丸の方形ないし長方形といった規格的な

乎面形態をとるものであった可能性もある。底面は東に向かって少し傾斜するものの比較的平

坦で数箇所に小穴がある。遺物は埋土中より弥生土器、摂耀岩剥片が出土した他、底面から

はやや浮いた位滋で小型の壺1個体と共に石製剣把頭飾が出土した。出土状態をやや子細に述

ぺると、 小型の壼は口紐部を欠き正位滋で上から押し潰されたような感じで十数の破片となっ

て1個体分まとまっており、剣把頓飾は平坦面を上にして土器片群の上部ほぼ中央にあった。

このような状況から、悶査時の所見としては、壺のなかに収められていたかどうかは不明であ

-- 7
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•o
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L 

J
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111 
159 
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IOc● 

図47 SK104(I : 40), 出土遺物(I: 4) 
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るが｀両者は同時に遺棄されたものと判断した。

151は十字形の石製剣把頭飾である。泥岩製で全面がT寧に磨かれており、調査時の傷以外は

完存である。把とのあたりを良くするためであろうか、上部の平坦而中央を研磨後に敲打によ

って僅かにくぽませている。また底面側の突出部両脇には、研魯による線状級とは感じの異な

る、長軸に直交する揉痕が観察され、行柄時の緊縛痕の可能性がある。 152・153は甕のn緑部

で、断面はやや発逹した三角形を示す。 154は平底の、 155は上底の甕の底部である。 156は剣把

頭飾と共伴した小型の壼である。底部は僅かに上底をなし、やや訂の張る区形で、口緑部の形

懇は欠損により不明である。沿面は摩耗が行しく調整は明らかでないが、内外面ともT寧なナ

デないしミガキのようである。

SK 104 (図47,写真図版6-6)

調査区北東隅のBII 9区画に位霞し.S Kl03に近接する。平面は長紬1.6m、短軸I.Omの

惰円形で、深さ0.7mである。庇面は平坦で、既は上方へ迫1)出しながら立ち上がり、特に東壁

から南択にかけて顕著である。西側は別の小穴と貨複し遺存状態が面く、断面は復元して図示

した。いわゆる袋状土坑であり、 1区ではこれ 1基のみであった。遺物は弥生土若、摂Ill岩剥

片が埋土中から出土し、庇面には臼色の粘土塊が認められた。

157は甕の口隷部で、口絃部には上面が平坦な断面三角形の突岱を、胴部上位には小さめの突

滞を巡らせる。 158は厄手で上底の甕の底部である。 1591;1支脚と思われ、 中空部分は断面方形

である．

SK 105 (図48)

Ill汀 F召 「 i ―『,‘’
二，．，

L '"・W,., 
二；，

I: 褐色土 0 I m O IOc● 

2: 鴫褐色土（炭化物を少量含む）

図48 SK105(l : 40), 出土遺物(I:4) 
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潤査区北東の BH20区画に位はする。平面は東西に長い隅九長方形で＊長紬2.lm.短軸

J.4m、深さ0.3mである。烈は緩やかに立ち上がり、庇面は綬やかな凹而をなす。現土はレン

ズ状堆積で．上下2/tiにしか分吊できなかった。遺物は弥生土若が下吊を中心に出土した。

1601;1断面三角形の甕の口緑部.161-163はいずれもm手でやや上底の甕の底部である。

S K107 (図49)

悶査区北東のBl20・BH20区画に位区する。 SH101・SH 102・S Kl08・SK 109と

策複し、いずれよりも古い。全体の規模や形状は明確ではないが、現状から長紬約 4m、短軸

約2.Smの不整な惰円形と推定される。現存壁硲はO.lmと浅い。遺物は弥生土註小Jャ、P..I耀岩

砕Jヤ、石剣が埋土中から出土した．

164は泥岩製の小型の石剣で、先端部を欠槙するが．全体にT寧な作りである。

S K116 (図50 • 51. 写真図版6-7)

閾査区北側中央のBG22・BH22区画に位沼し、 SH114・SH115の南に接する。平面

は長径2.6m、短径2.4mのやや不整な円形である。底而はほぼ平坦で、深さは0.4mである。埋

土の観察からは数段階の埋没過程が認められ単純な自然堆積ではないようであるが、出土遺物

には顕著な時期差を兄いだせなかった。哩土中か ら弥生土沿多数の他．石製穂摘共、砥石が出

土し、土益にはほぼ完形に復元できるものもあったが、完存状態のものは認められなかった。

165・166は広口蕊の日紐部 167・168やや上底をなす壺の底部である。169-171はいずれも
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図49 SK107(1 : 40), 出土遺物(1: 2) 
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はほ完形に復元できる若台である• 172は小型の鉢で、＂が張り n縁部が内傾する特輿な臼形で

ある。173-178は甕の口絃部で、173は胴部上位に小さな突帯を1条巡らせる。 177はやや小型．

178はやや大型の甕である。179-183は甕のa'E部で、いずれも＂手の 上底をなす。1糾は泥岩製

の石製稔摘具で、半分以上を欠損する。背部はiい桑的、刃部は外湾する両刃で、遺存状態から

判断すると、研ぎ直しによる形態変化があまり逃んでいない段階で破捐し税棄されたbのであ

ろう。 185は砥石で、 4面以上を使用している．

S K118 (図52)

閃査区北側中央やや西よりの BG22 · BG23 区画に位沼する• SK 117と煎複 し、これよ

り新しい．平面は長紬I.Im、短軸0.8mの楕円形である。深さはi軒西側が0.5m、北束償は0.3

mと、面西側が一段低くなっている。埋土中から弥生土器、摂暉岩嶺l)Jヤが出土した。

186 • 187は甕のU籍部、 188は甕の底部である。189は鉾の口紐部で断面三角形をなす。190は

壺の必部で、 イ置かに上底気昧である。

SK 119 (図53・54,写真図版6-8)

岡査区北側西よりのBG23・BH23区画に位霰する。平面は長軸3.Sm、短紬1.4mの東

西に長い不整形である。深さ0.45mで.M: 面は西に向かってやや上がっており、西溢は一段高

くなっている。短軸方向の断面は逆古形である。埋土中から弥生土西多数と小型柱状片刃石斧、

石製屁摘具、砥石．棋耀岩桑IJ片が/J.¥土したが、土器はいずれも破片であった．

191-202は甕の口籍部である。191・192・198は胴部上位に小さな突帯を、 199は席耗のため

不確実ながら胴部上位に 1条の沈線を巡らせる。197は口緑部の突岱に刻目を施し、 196は胴部

がやや張る、など多様である。203-206は耳手の甕の1£:E部で、不明餃な205を除きいずれも上底

である。207-209は中型の、 210は小型の壺の底部で、いずれb僅かに上底気味である。211は

口籍部を欠く小型の壺である。212は断面が不整な五角形をなす支脚である。 213は泥岩製の小

I 『,86 
ィ' 了L ~ j} "_j 

一戸 こ 188 
．． 
181 

!Z,P111 

~!! ― 
10e● 

189 

゜
1● l ゜ 出土遺物(I: 4 図52 SK118(1 : 40). 

-64-



L 

•5.~-
| 

_.:J 

〖"戸
［三

~(三

＼
~
ご
＼

j
．

194 

ロご二亡
一 丁198 200 

~-• 了

196 

202 \~t1u 
.L D204 こ:5

図53 SK119(1 : 40). 出土遺物 1(I : 4) 

-65-



了 -~-
201 

l,19 
209 

.. 

.ヽ,

゜
日r ぃヽヽ

ヽヽ

□,9 
21ヽ

゜
,o .. 0 213 

゜
10c● 

図54 SKU9出土遺物 2(206-212はI: 4, 213・214はI: 2) 

型柱状片刃石斧で．完存品である。214は泥岩製の石製穂摘具で、 2/3程を欠mする。行部は直

線的、刃部は両刃で外消刃であろう。

SK 126 (図55)

詞査区中央北よりのBG2l•BG21 区画に位沢する。 S K125と 1（複し、これより古い。

平面は北西1りが不明であるが一辺約1.4mの隅九方形と考えられる。深さ0.14-0.3m、庇面は

平坦で.i紺西側は一段低くなっている。理土中から弥生土沿小9ヤ、石剣破片、砥石、県耀岩剥

片が出土した．

215は甕のnほ部、216は召台の口絃部と．思われる。 217は泥岩製かと思われる石剣の破片であ

る。鉛は明煎で、全体にT寧に研磨されている。 218は砥石で使m而は4而である。

S K129 (図56)

調査区北JI(のBG20・BH20区画に位ばする。平面はやや不整な限丸1と方形で．長軸2.

3m、短軸1.7m、深さ0.3-0.6mである。弐の立ち上がりは北側と西傭が急で、 東債とff,側は

綬やかである。底面はレンズ状で中央が深くなる。 J翌：t中から弥生土若、黒耀岩剥片が少址tl¥

こI:した。

219は庇面よりやや浮いた状態で出土した小型の鉢で、完存である。これ以外の土益はいずれ

b小破片であった。 220 • 221は断面三角形の甕の口縁部、 222-224は甕の底部である。
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図55 SK126(1 : 40), 出土遺物(215・216は1: 4, 217・218はl: 2) 

S K130 (図57)

濶査区中央北東よりのBG20区画に位霞する。平面はやや不整な隅丸北方形で、長軸1.9m、

短翰1.3mである。深さ0.4-0.5mで、庇面はほぽ平坦である。埋土中から弥生土器、捐暉岩刺

片、土製紡錘!II、f11盤形土製品が出土した。

225は土製紡錘）It、226はこれとほぱ岡一の形態 ・大きさであるが、撫孔であるため円益形土

製品と報告 しておく 。227・228は口粒部断面三角形の複で、227は胴部が全く張らず直線的に日

紐部に絞く。 229は甕か鉢か断定し難いが．いわゆる如慈形の口縁部である。230は肛手で上底

の甕の底部である。

SK 140 (図58)

調査区中央南よりのBE21区画に位霰する。平面は酎西部の残存状況が憑いが．本米は一

辺3.3m程の隅丸の不整な方形であったと芍えられる。 a~面は平坦で、深さは0.lmである。埋

土中から弥生土店と烈耀岩剥片が出土した。
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231・232は甕の口紐部で、く字形に折れて短く伸びる。 233はなでHの広口壺で、口縁部は外

反し、 胴部上位に突符を巡らせる。 234は内湾気味に直行する鉢の口紐部である。235は平庇の

底部で、立ち上が1） から判断すると甕の可能性が強い。

SKl43(図59)

調査区中央北東よりのBG21区両に位殴する。平面は長軸2.0m、短軸1.6m、深さ0.5mの

磁整な隅九長ブi形である．四方の生はいずれもはぽ垂直に立ち上がり 、底面はきわめて平坦で

ある。全体に規格的な感じが強い。弥生土器が底面近くに集中して出土したが、械的には多く

なく、いずれも破片であった。

236は甕の底部で、厚手の上庭である。237は外反しながら大き <1111く大型の壺かと息われる

口緑部で、端部に向かって器壁が厚みを増す。 238は上底気味の平底をなす淡の底部である。

S K151 (図60)

関査区中央北東よりの BG21区画に位武する。平面は歪な隅丸方形で、長軸1.6m、短軸

1.3mである。深さは0.l~0.2mで、底面は平坦である。埋土中から弥生土呂と照耀岩桑IJ片が少

量出土した．

239はL字形に独＜折れる甕の口緑部で．上面は内傾する。 240は平庭の甕の庇部である。
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図57 SK130(l : 40), 出土遺物(225・226は l: 2、227~230は J: 4) 

S K152 (図61)

濶査区西端のBF24区両に位沼する0 S Kl56と頂複し．これより古い。長軸3.3m、短軸

0.6m、深さ0.2~0.6mの東西に細長い土坑で、当初は溝としていたため祠査時の記録類では「S

0152」と註記している。底面は中央部が0.6mと最も深く、東西両側に向かって階段状に応＜

なっている。試掘潤査31-1区1号試掘坑の南端で検出された r隅丸方形の土濱J と同一遺構

である。裡土中から弥生土西が出土した。

SK 156 (図62)

岡査区西沿のBF24 区画に位霞する• S KJ52と重複し、これより新しい。長軸I.Sm以上、

短軸0.8m、深さ0.4mの東西に細長い土坑で、西側は調査区外へ絞く。形態や規模、庇面が附

段状である点などSKl52と類似性が強い。埋土中から弥生土沿が出土した．

248・249は甕の底部で、いずれもm手の上底である。 249は底部外面がくびれ窃台状をなす、

やや特異な形態である。
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S K159 (図63)

詞査区iti側西端部のBC23・BD23区画に位因する。 SHl6l・ S Hl69と重複し、SH

161より古い。 SHl69との新IB関係については、調査時の所見では SKl59が新しいと判断した

が、出土遺物の様相からは逆の場合も芍えられる。平面形は長軸2.4m以上、短軸I.Smの隅丸

長方形で、西情の一部が調査区外である。庇面は平坦で深さ0.4mであり、断面は逆台形を示す。

裡土中から弥生土呂少量と石製稔摘具が出土した．

250・251は甕の口緑部 252・253は甕の底部である。 254は外消刃半月形の石製稔摘具で、 一

方の溢部を欠Illする．泥岩製で表面の荒れが目立ち、 特に図の裏面は桑If落が著しい.J)部は両

刃である．
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図63 SK159(I : 40), 出土遺物(250-253は1:4,254は 1: 2) 
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(3)溝

S0144 (図64)

調査区中央東より BF20・BF21区画に位蛮する。両端を各々 SHI27とSHI28とに区

切られ、弧状をなす残存長5.7mの溝である。輻0.4m.深さ0.3mで、 断而はU字形を示す。 遺

物は埋土中から弥生土召,Jヽ片が1:l1土したのみで、図示できるものはない。

ぷ玉迄~

ヽ
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◎ 
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量
1● 

S0144 (I : 60, 断面図は 1: 40) 

5D172 (図65)

潤査区中央西よりをSHl31の北側からSHl37まで南北に走る清で、長さ21m、紺O.Sm、

どか
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図65 SD172(1 :200, 断面図は 1: 40) 
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深さ0.2mである。断面は逆台形で、底面は平坦である。他の遺構との関係では、 SHl62より

新しく、 SHl31・SK153・SKl70・SK15-0のいずれよりも古い。遺物は埋土中から弥生土

岱の小破片が僅かに出土したのみで、図示できるものはない。

(4)小穴の出土遺物 （図66)

小穴から出土した遺物の内、紙数の関係で石器類についてのみ報告する。

255-258はいずれも凹基の打製石鏃で、形態と風化度から弥生時代のものと判断される。255・

256は讃岐岩質安山岩製で、 255は索材剥片の剥離面を大きく残し周絃部に加工を加える。 257・

258は良釘焦色の!!.¥Iヽ岩製で、 258はやや大型で脚部の一方を欠損し先端部が先鋭でないことか

ら、あるいは製作途上での失敗品かとも思われる。255はP-13、256はP-71.257はP-202.

258はP-92出土である。

259はP-60出土の石製紡錘車で．完存品である。片岩質で、全面にT寧な研爵で仕上げられ

ている。

260はP-108.261はP-207出土の玄武岩製石斧で、基部と体部のみの欠損品である。

創 釦 幽|
C::, 255(P-ll) = m (P-71) 

0~ 
, H ―J 259(P-60) 

。
~

s ... 

260(P..108) 

≪=> 257(P・202) 創
＜二> 2Sl(P-92) 

261 (P-207) 

図66 小穴の出土遺物(1: 2) 
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3. 古墳時代の遺構と遺物

(1)竪穴竃物

S H120 (図67)

綱査区中央北よりのBG2 2区両に位霞する。 SHl21と箪複し、これより新しい。平面は方

形で、長軸5.2m,短紬4.8m、現存壁芯O.lm、主軸はN87'Wである。主柱穴は4箇所で、梁行

柱lllll.9-2.lm.桁行柱間2.4-2,7mで、主柱穴は径0.4m,深さ0.6mである。西弐中央に竃

があるが、調査時の掘り間違いにより上部構造などは明確にできなかっtふ 竃内は赤橙色の焼

けた硬化面となっているが、中央部に径0.2m程の硬化の弱い範囲があり、この位区に支脚があ

ったものと推定される。原さ0.04-0.08mの貼床が施される。床面には一面に炭化物が散らば

り、抜き取り痕の明瞭でない径0.2-0.3mの柱痕跡が確認され、いわゆる焼失家屋とみられる．

遺物は床面の須恵器杯2個体 ・土師侶杯 1個体、 竃内の土師岱杯 1個体 ・甕ない し甑の破片 J

個体分以外は．埋土中から砥石1点と土器片が少量出土したのみである．

262・263は東側の床面で出土した須忠沿杯である。口緑部はやや内傾気昧に大きく立ち上が

り、溢部内面は段をなす。外庇部は回転ヘラケズリである。 264は竃の北脇から出土したほぽ完

形の土師笞杯で．口籍部は短く内湾する。 265は竃内出土の土暉器杯で、ほぼ1個体分の破片が

あるが．遺存状態が悪く、復元図示が充分にできなかった。 266は砥石で使Jtt面は4面である。
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表 1 1区出土遺物一覧 法量の攣位はc● . ..  ( )は1l元値

遍繍H lllllllt 出土遣・ 遍・"'暑霞 汲tt•IlH QI& IIJH 11111● 11,fu ~ 胃・石材

”’’ I 図6 SHIOI 体生I:石・体

mI m .o, 

代色 9碑 121
2 図6 SHIOI 砥“ 16.9⑥ 8.9⑦ .9 QIJ6⑳ ti! む 9碑 153
3 閃 7 SHI02 沐'lsJ:お・l1! (6.5) にぶいは色 9叩 ,m
4 図 1 S HI02 沐1s..tも・壼 (9.5)cIヽ.7 代色 9鴎 27、23
5 図 7 SHI02 弥'li.l:ZI・台f.t鉢 (8.2) “色 9瑯 27、26
6 図7 S 1-1102 体生J:&・;l!il不 (16.8) にぷい員U色 92002、ill
7 図？ S 11102 体生上石・i!1ill' (16.4) 汲貨Ill色 9ゆ lil9
8 因7 SHl02 沐生 I:石・父細 04.0) にぷいは色 9邸 ms， t,117 S Hl02 体生 1,石 ・支誠 にぶい柑色 9l00ln4 
JO 図 7 SHI02 'l'i:'ls・ttl・支叫 にぶヽ ヽU色 920027、,a
II 図8 S 11102 銭縁 ① ⑤ 紺1牙3.8 .8⑥ 3.8 93002112 
12 図10 S 1'1114 体生J:1,・甕甕 I) 貨代色 92003193 
13 閃IO S1-1114 体生J;!; • 内：灰色・外 ：il費11l色 92003187
14 図10 S Hll< 沐生・1:11・甕

怠.... ・." .. ：... ： , '.. .・." .,,..., ... .,,.、.,G鳩9

灰II色 92003189 
JS 図10 SH114 -11:'ISl:U・ 尖 柑色 92003188 
16 図10 SHJJ< 弥生 t召・体 にぶい賞紅色 92003190 
17 図10 S1'1114 沐生_t,お・ぇ“ 虹色 92003192 
18 因12 S 1-1121 !!:!Id: 石・壺 内 ： 褐灰色•lf: il~r.te 畑•553
19 llil12 S1-1121 体生1:U・体 浅沢氾色 9'100455-1 
20 図12 $Hl21 jj:1, 1, 石・芯IJ: 汲貨は色 92004555 
21 図14 SHJ23 l!c'ls.l:U・甕 代色 92oomo 
22 図14 SHJ23 体生」：a・甕 代色 92002736 
23 図14 S1-1123 体生 ta・必 ヽこぷい賞代色 92002741 
24 閃14 S HIZ3 体生J:石・店杯 1こふ；い代色 92002738 
25 図" 5 Hl23 沐1,・t.呂・ZI台 にぷい褐色 9'lOOU.M 
26 図Iヽ $1-1123 弥1;;1:召・け 浅賞1!t色 況OOl1ふ

” 
図16 SHJ2< :i!;~Ll:l:l ・甕 浅賞設色 虻om,2

28 図16 SH124 体生上召・甕聾 代色 920021•1 
29 図16 SHl24 体生.t石・ 汲賞比色 t200ll46 
30 閃16 S 1-1124 沐生 し呂・虔 .o 紅色 9200Z7<5 
31 図16 $Hl24 沐生・1:11・遍 柑色 920021•9 
32 図16 S 1-112<1 弥り：I·.~ ・支関 賞代色 920027" 
33 図17 S H124 ＃生土乙・壺 I叫；ぃ氾色 ~1002151 
3,1 図17 S HIZ4 沐11.tl.l • Zi台 代色 ~100とm
35 図17 S Hl24 弥生t石・石{:; 町賞褐色 jl00l1•3 
36 図19 S Hl27 沐生 t召・聾 にぷい代色 細 4482
37 図19 SJ.1127 jj;'lsl:2:1・甕 に.;:い投色 920031虹
38 図19 S Hl27 沐1' t ll ・ 哭甕 浅貨1(1色 92003195 
39 "'119 S1-1127 弥生 t召・ にぷいn色 92003191 
<0 図19 S 1-1127 弥1,tli・” ＂色 92003196 
41 図19 S H127 弥生 t13・!1! 浅貨氾色 92003199 

“ 
図19 S11127 沐りヰ 石・壺 紅色 92004卑

43 図19 S H127 沐生~t召・父躙 汲貿氾色 920031閥

" 図19 S Hl27 沐生±Zi・応I~ 汲賞化色 9200l551 
4S 閃19 s1-1121 沐1s ·l:l:i ・ 窃I~ 貨位色 92003200 
<6 図21 SHl28 弥1,,tU・甕 柑色 9200ml 
47 図21 SHI沈 弥1'.J:Zi・渠 以色 920027!>』
<18 凶21 S J,f 128 弥生J:I)・聾甕 貧柑色 蛇omss
49 閃21 SH IZS 弥生J;Z.・ 代色 9200?71I 

” 図21 SHl28 弥1,・tZI・甕 にJ:い択111色 92002170 
51 図21 SHI沈 弥'1,ti; ・甑 浅貨U色 9'20027お
S2 囚21 SHJ28 弥生 I:召・＆ .3 代色 tlOOと1;:J
53 図22 SHl28 弥1,tll・ 店rf 代色 況00'761
54 図22 SH 123 弥!I社：乙・窃I石 代色 92002762 
お 凶22 SHIU 弥4上 お・鉢 桟貿憤色 9'1002757 
％ 凶22 SHIU 弥生J:召・絆 内 ：,1褐色・外：Ill色 笠002768
57 ~22 SHI腐 il:'ls l:ili・ 鉢 代色 9'2002769 
58 図22 SJ.IIね 弥生 l:Zl・t;H外 円：lll!li色・外：n買flt色笠002759
59 択lね SH123 弥生ヒZl・Zl台 貨位色 虻OOr.16'
60 1'122 S Ill捻 >ll:'lc上Zi・i5fi ② (1)(15.4) 代色 920021的
61 図22 SHI筏 弥生 ts・石台 14.3 浅貨氾色 920021鵠
6? 囚22 SHl?8 弥1.,1:Zi・乙台 ② 15.2 にぷい柑色 的002763
紅 図22 SH128 弥乍ヒロ・文叫 ② ② 10., ① Ct>9t .8 位色 92002767 

“ 
凶22 SHI公 弥!!;上乙・女” 14.1 1.2 にぷいm色 92002766 

6S 凶!3 S 11131 弥生 ~Zi· ll!甕 代色 笠00457'2
邸 図23 $Hl31 弥1,t:S・ にぷい固色 92004磁
61 1/423 SHIJI 弥't.~z; ・擾 浅沢11!色 92004畷
認 因23 S11131 弥'f._tZi•棗 浅賃U色 92004567 
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遣饒●＇ 鼻塁.. 出:1:遭鴫 u"●● 注員£•111HU~PRSIHU鼻,10 口•石材 量●●号

69 図ね SH131 jj:'1,・l:Z)・甕
菩 にぷい代色 92004564 

7D 囚ね SIIIJI jj;'l; l:Zl・褒 .2 にぷい龍色 92004563 

＂ 
tllね S11131 石製品（砥石？） ⑤ 14.2⑥ 2.0⑦ 2.1RRI I腐.s i尼n 92004755 

” 
図?3 SH131 石塁 ⑤ 2.4⑤ .1⑦ .5 .6 績岐n代安,,,.~ 920047邸

73 図お S H132 体生 I;石・II! (D(Sl.ll④ u 代色 92002773 

＂ 
図お SH132 i!C1s・tD・ 甕 (D(27,3) 在色 9200211• 

75 図お Sfll32 ff;1s l:Zl・ 甕 ① の(24.1) にぷ9ヽ 代色 9lOOlH8 
76 f42S SHl32 炸1,tl:i・l1! (26.;)① (25.7• a色 9珈 un

” 閃25 Sfll32 炸!f.J:Zi・聾 ② .5 代色 9碑 776
78 図25 Sfll32 炸生.tD• t;f寸聾 ④ 18.2 にぶい代色 9と001115
79 図25 S Hl32 S1'1il: 石・＆ ① <23.6) “色 9200ヽ5'◄
切 図26 Sfll32 jl:q, t: 石・壼

① ① (DS016.4l .6 .0(3)!1)③ .7 l• .6 
代色 9幽 4546

81 閃26 Sfll32 :il:1'.tZl・ 鉢 にふい衿¥r..t色 9函..ヽ8
82 '"126 S11132 弥'I'.上乙・＂ Iり： lP.I褐色・外：限色 9⑳ozm 
83 図26 S11132 弥'f.l:Zi• f;f,t体 浅賞紅色 9獨、S<S
8ヽ 図26 SHl32 弥1Ctl;・;lr,杯

② ① ② 101654..7 9 .01 
柑色 畑ヽ5ヽ9

邸 閃26 S H132 弥'F.J:Zl・zit, にぷい役色 9珈 1782
邸 図26 SHJ32 弥'10:Zl・石七 にぷい泣色 匹？給
87 因26 SIIJ32 弥'1'..tZi• Zi七 ① 04.2)② 17.8③ 21.2 にぷい凶色 9れ川と1お
認 閃％ SH132 弥生上石・石古 (Dl4.5② L9.0① 21.3 によい泣色 9叩 2叫
卵 図26 SHl32 沐1;・1:石・父”

② ② ② 101.551..86③ ))③ ③ .8 113 1.0 
代色 如 >11

” 閃26 SH132 体生・I・・乙・父疇 にぶい紺色 9鴎 2188
91 閃26 Sfll32 ,J!:1;・1: 乙・支闘 (I .o にぶい柑色 9/00li、81

” 図27 Slll33 ll<'t.・1:Zl・査 代色 畑滋

93 図27 S11133 石蟻 如 .2$1.9⑦ o.s <8)1.7 懇1Mi1 9200476; 
~ 図29 S 11135 体生ct石・聾 内：Iこ；n軋色・外：11t色如5S8

’’ 因30 SH136 -11:'tし乙・鉢
(l)② (I) (IJ.O,6③ )③ 10.8 .0 

柑色 如啜
％ 図30 SH136 ~'t l:Z.・ 父騎 II 浅賞囚色 如 557
97 図31 SHJ37 jj;'I(上ll・!I! (19,5) 位色 9 睾
綿 図31 SHl37 弥生上乙・棗 浅貨“色 如お9

” 凶31 SHl37 弥生I;石・渥
(])息0：0.7) 代色 細 4561

100 因31 $Hl31 jj:'tll沼石・鉢 .2)③ 5.6 柑色 如 562
101 閃32 SH138 弥'ti:石・虔 代色 9 滋

102 閃33 SH14l 弥't.l:z; ・甕 .6) にぷい賞11!色 mo,,s, 
103 閃33 SHl<l 舛生 I:石・史 ① (33,0) にぷい沢(J.色 畑 4483
10< 閃33 SHJdl 弥't1,i:; ・哭 ② (I) (9.71 浅賞む色 9200'4邸
105 閃33 S11141 弥生~~z;・塁 (15.6)② 7.5③ (l'-3)④ 15.Z ほ色 9200≪85 
106 閃祁 Sl-1141 弥生 I:石 ・~11 氾色 92004489 
107 図33 SHl41 弥!t・l:Zi・鉢 ① (15.4)② (S.3)~.6 にぷい賀代色 92004488 
108 閃お SHIM 弥•~J:己・虔 (!)(])( (為.3〉 褐灰色 9200,1457 
109 図お S 11154 >'!:'t」：石・ll!かII 15.4) 浅貿社色 畑 44父
110 図35 SHJS4 弥生」：石・哭 ① OJ.I)④ (14.1) 浅貨ほ色 92004456 
Ill 凶お SHIS4 弥生」；石・聾 /Z)S.6 1/i~l 色 92004160 
IIZ 図お SHIM 灼：9じI;石・堕 忠:: は色 92004458 
113 閃35 S 1115ヽ 弥't1:15・漫かIf 伐鍼代色 如 <59
IIヽ 図3; SHI誌 弥'ti:召・体 ？ にぷいm色 92004571 
IIS 図38 SHl61 弥生J:石・棗 氾色 92~04777 
116 閃38 Slil61 弥生 I:石・復 l(t色 92004776 
117 図38 SH161 弥<l;i:石・芯杯 ほ沢橙色 9200H78 
118 図39 SH162 弥'Et石・甕 内：111色・外 ：汲貴代色 92004510
119 図39 S H162 弥'tl:!:l・渠 ② 7.1 a色 9200• 滋
120 凶,o S Hl64 弥'EJ:石・塁台 橙色 92004781 
121 閃,o SHl6、' ~:<t·l:Zi ・ ftJ• ② (6.7) にぷい褐色 92004179 
122 図,o SJ.1164 弥•t」：召・応ti a色 92珈 1以
123 図.. S Hl65 弥•t.J'. l'l ・甕 鱒1寅氾色 92004782 
12, 図" S 1-1171 ~=· じJ;召・!I! (l)(25.II Ill色 92004481 
125 f~H SH171 弥‘じj:む・哭 内：買帽色 ・外：代色 920044統
126 図" S11171 弥'IU:l!l・甕 復色 92004463 
127 図.. S H171 弥生」：石・堕 浅賣橙色 9t0044必
123 凶“ S Hl7I 弥生 I;石・甕 位色 9200ヽヽ 67
1だ 閃.. $1-1171 弥't1:l:I・ 甕 内：..• 員色・外：によ・ヽ 員!9200<<槌
130 図.. S11171 弥生上B・尖 内：灰褐色・外 ：Ill色笠004471
131 図'4 Stlln >il:'じ上召・甕 剛茶褐色 9珈ヽ<78
132 図.. S H171 弥生J:石・甕 “色 螂 48()
I氾 閃" SHl7I 弥生 l;Zi・甕 ① (21.8) 位色 細 4413
134 閃“ SHl7I 弥'I;l:ti・ 哭 紅色 9碑•7•
1お 図M SllJ7J 弥＇に J;t;・奨 浅貧橙色 9細 <75
I箕 凶" S 1-1171 弥生J:召・聾 a沿.8 代色 92004<64 
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遍綸1号 鼻国H 出埠鑽 遍檎の●● 注u,uurt頃四If曇·~●1山 111 !■・ 石U ”暑号
137 因.. S H171 

弥生1:石・甕 (])6② ① 8(3..67 .6② ) 
l't:111褐色・外：代色 92004477 

138 図.. S Hl71 弥生土ZI・ 壺か体 内：褐箕e・外:1t4llie 9200ヽヽ 12
139 図 " Sll171 体生1:1:l.絆 .0③ .3 員代色 920044乃
140 図.. SH171 弥生上石・直 つまみ認flS.5 汲代色 92004ヽ応
141 凶 " SHlll 行銅乙情史 石芙』と石Dlr.tか 92004735 
142 図,s Sll171 石芹 玄武.~ 9200•m 
143 図』5 $Hl71 石斧 玄武" 92004乃9... 閃45 SH171 注状9ヤJJ石芹 9200n60 
145 図15 SH111 泥.~ 92004742 
146 図45 S11171 小只柁状片｝｝石斧 ;.i,:;1 9'2004743 
147 IA<S Sll171 小勺囚平片｝｝石斧 1.1:<1 92004741 
148 図“ $ Hl71 イ製已鳩n 泥;•: 92004740 
149 図,s S11171 石製g鳩μ 泥n 920047箕
150 図15 S1!171 土製紡鰊＊ 浅貨色 92004761 
ISi 図46 SK103 石製鋼茫珀鰭 ,~ む 92004736 
IS2 図•6 SK103 体生土召 ・甕 内：剛↓褐色・ 外：位色 9細 417
153 図16 SKI的 沐生J:1!,・複 復色 9!00441& 
154 図<6 SKIOJ 沐生士,zi.甕 内 ： a員It! •~ : 汲ふ霞! 9細 ,109
155 図16 SKI03 11:'~ 土~-甕 内：茂貴Ill色・外：R色 笠004411
156 図46 SK103 体生上石 ・占 代色 9200ふ116
IS7 w,1 SKI04 弥生土石 ・甕 n色 9200'421 
158 図47 SKIOI 弥生j:石 ・!I! ② ② (6,3 .5) 内： S褐色・外 ： 剛贔褐色 9珈◄12
159 ~47 SKIQ.I 沐'l!i:l!i・支綱 紅色 細"''
160 図48 SKI妬 !!:'~ 土Zl・!l! にぶい氾色 92004422 
161 li448 SK105 分生上呂 ・復

忠②⑤ (1)7((92.； 36.2.⑤ 2) ) 3.o aJ<>.s⑤ 21.7 

内 ：にぶ,me-~ : •e 920044 1• 
162 lll<8 SKI05 体生土石 ・甕 鱒11;,褐色 細 1410
163 因48 SKI05 沐•~ct.U ・ 甕 橙色 畑 4413
164 閃49 SKI07 石鋼 伐沿 細 4747
1絡 lllSO SK116 体生土召 ・壼 にぷい和い色 9'I004517 
166 lll50 SK116 体生土召 ・囁 にぷいは色 畑 4516
167 11150 SKl16 体生j;呂・＆

② 慮00.1) 崖色 畑 4528
l腿 図50 SK116 弥生t:S・漑

~ .ヽ, ...... " ...」..,.. ...... , , . , 
にぷい賞Q色 92004523 

169 閃印 SKJJ6 体生土こ ・む'' “色 如 525
170 !)ISO SKJJ6 体そ~J:z; . 石t .0 3.7 IU~ 細◄526
171 図50 SK116 体生上石 ・召七 ① 紐7.1 4.9 にぶい氾色 mo,s21 
112 図50 SK116 体生土石 ・体 I <3,'5.9 比色 細 ,su
173 因SI SKll6 沐'H石 ・甕 駐色 9W(l•513 
m 因51 SKJJ6 沐,u.召 ・ll! .7) ＂色 細 ,1511
115 図51 SK116 ~•E.tla ・甕

"＇ '"" 
代色 ”畑,s12

176 図SI SKll6 体生土石 ・甕甕 ,3)④ ④24I ,8 n色 ダ2004508
177 図51 SKll6 体生J:石 ・ .0) .o 代色 細 4幽
178 図51 S K116 体生土l!l・!I! .O) にぷい氾色 細 4510
179 図51 SKJJ6 

体生J:石 ・棗= 内： i: よい11!色・外：復色 9'100-1521
180 図SI SK116 体生J:召 ・ 代色 畑 452:0
181 凶SI SKll6 沐生J;l:l・ <2)6,3 泣色 92()(14518 
182 因SI SK116 体生・t.i:;・甕 息.5

内；R色・外 ：にふ：い位色92004519
183 閃51 SKll6 弥'~:t.召 ・浸 .8 復色 細 4522
18-1 閃SI SKJJ6 石製巳鳩I! ,8⑤ .0 (l)()⑦I .6如 .4 i足料 蟷 4759
185 図SI SK116 砥石 G)6(J)(Z.S S ti)5.0 .2邸 9.4 北むか 92004754 
186 凶52 SKll8 体生J;る・甕 .6) 11!色 92()0()1綿
187 因52 SKll8 サ生・t呂 ・甕 紅色 92000769 
1認 図52 S K118 弥生土tl・!I! ② .8 ＂色 92000772 
189 図52 SKll8 サ生：t石・鉢 往色 92000770 
190 図52 SKll8 沐生：t.i:; ・漑棗 ・I "・" ふ代色 92000771 
191 図53 S Kll9 サ生上石 ・ （お.8) 浅賞U色 920044関
192 図53 S K119 体生J:t;・甕 (26.6) ＂色 92004'35 
193 図S3 S K119 体生J:石・!I!甕 (ZS.Sl にぷい柑色 920゚““
194 図5~ SK119 体生.I:石・ (?7.3) にぷい褐色 920044以
195 図;3 S K119 沐生土召 ・!I! (26,9) 灰渇色 920044四
196 図53 S K119 弥生.l・.U・甕 (JO.I) ":Ute・ が1ふヽ 璽t 92゚04'31
197 因ぶ｝ S K119 体生J:!,';・棗 にぷい氾色 920゚U31
198 図” S Kll9 体生上石 ・棗甕 灰褐色 92004433 
199 図Sl $ Kll9 体生・t.石・ 橙色 920044況
200 図53 SK119 ff;'IS.l:1:1・ 虔 の①(28.0) に」：い褐色 920044:!o 
201 I'll辺 S K119 体生土a-甕 (22.9) にふ：い褐色 9200H25 
202 図53 SKll9 井生上石 ・甕 息2

内：員!<!・外："-""I& 92004441 
203 図,3 $ Kll9 体生ti) • 虔 ,7 l'I: 皇褐色・外：にぶ・R! 920044ヽ2
20< 図53 SK119 体生.tむ ・甕 .6 ~ :c~•l t •~:illlt 92004439 
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遍纂1号 鼻区l'I 出埠鑽 llllll/J覆重 注11,un1u 1u111, 1 1u11 11 ~舅•石U 置繕1号

2お 図氾 SKJJ9 弥'V.1:Zl・棗 ② 4.9 内：1:..:1, 代色・外：は色 笠≪出40
露 因54 SK119 ,It-!!, tir:l・≪ にぶヽ •II!色 92004436 
凶7 因54 SKll9 弥生 I:石・'s.

① 喜u④ (11.7) 
内：II!@:・ 外：にぶい畏色 9200<"7 

碑 凶s, SK119 弥'I:tZl・ 壺 .s 11: u ~ ・外：I長MUt9'l00<≪6 
函 因5ヽ SK119 弥'tl:il:l・壼 .5 IUC!: 螂 m
210 1)154 S KJJ9 !A:'f.J:Zl・＆ .8 浅貨I(!色 如 ≪5
211 li<l5< S K119 弥生J:Zi・必 12.1) 沢灰色 9200』443
212 t!l5< S K119 弥'E1;z;, 父鶴 ④ 器7.S 代色 9200』<23
213 図れ SK119 ,, ヽ'¥!lt.状I','JJ{;斧 ,I⑤臨1.5⑦⑦01.0③ 釦16.5 泥n 92()(M750 
21、因ふ S Kll9 ィiflle檎具 .3 .4 .5 .5 泥i1 笠卿7胡
215 閃お SKl26 >'l:'ICl:S・ 復 に.,:いほ色 92叩 533
216 因お SK126 ~'1'~1:l·tl f1 にぶ,,IQ色 ”釦532
217 li<ISS SKJ26 ィi釧

⑤ ⑤①68? .8⑤ ⑤6,.6⑦ ⑦ 1.0③ ⑧ 3310 .5 
泥l1か ”知146

218 図お SK126 録6 .9 .1 .3 ，？姻157
219 閃％ SK129 弥生ヒ石・鉢 .I (3)3.3 浅貨也色 細 4540
220 図祁 SKl29 沐!t.土乙・棗 “色 920045'1 
221 図謁 SK129 沐1ヰ石・甕 代色 9200.S.2 
222 図父 SKJ29 弥生：石・塁 ② .0 は色 ”四539
223 図お SK129 弥生ti;;・我 <2)6.8 ＂色 9200!538 
224 図％ SKl29 弥生」；召・ii ② (10,8怠) 筑柑色 9200, れ3
225 図＄？ S Kl30 I: 関紡饒~' ⑤ ⑤ 綜3..8 I.8⑦ ⑦ 1.3 (1)17.8 にぶ＼ヽ 貨代色 920<M752 
226 図57 S K130 川嘘彩 K製品 .9 I.I @ I.O にぷい代色 92釦 762
227 図$7 SKl30 弥'El:Zi・ 復 .3) にぷい貨代色 笠00-1536
228 図51 SKIJO 沐'1'1:Zl・鉢 .I) にぷい貨柑，色 9200>535 
2四 図51 SK130 沐生J.:石・渠 にぷい貧代色 92004534 
230 凶;1 SK130 ¥'l:'1;1'. 疇z;.甕

匹(1)(3.64,6) 
にぶい褐色 92004537 

231 図胡 SKl40 ~-1, tZ)・棗 1年 1:.;.,、代色・外：R色 9200•419 
232 閃鵠 SK140 弥'I!ヒ乙・虔 代色 9200H48 
233 図埠 SKl•O 沐1,上C・壼 ① 皇(19.6) 浅黄氾色 細◄◄50
234 図鵡 SKl40 ~1,J.:Zi・鉢 16.0 内：灰M•~:(l員(,I~ 9200'452 
23$ 切埠 SKl<O >'!:'H:Zi・ 虔 .8 浅貨は色 92004451 
236 図59 SKI』3 沐1:-1,zi-遵 .9 にA:<•r~色 9200~531 
23i IAS9 SKU3 体生ヒ乙・壼 代色 92004529 
238 1:<159 SKJ43 ffa1' tZl・或

② (1)② 6(24(8.0 .8.9) ) 
浅貨Ill色 92004530 

239 t'<l60 SK151 体生_tli・塁 灰,,色 92004453 
2,0 因的 SK151 j!:'I, t, 石彎甕 1'1:11色・外：cぷ骨e 9200,1454 
2<1 因61 SKI泣 ~'ttt.il・菱 貨“色 笠ooo;so
2~2 f:<161 SKt52 体生.1::0・甕 民色 92ooom 
243 切61 SKIS2 !l: 't .l: IJ • 襄甕 汲貨色 92ooo;s2 
244 tll61 S K152 !j:<じl;I,・

~(1)(2. 0l .9) 
内：にぶ憎e・外：ii.&! 況000ーヽ邸

2<5 因61 SKIS2 1-!:'F.tl:l・壼 にぶい代色 92000783 
246 tli61 SK152 体屯1:1.1・作 決l<l¥t色 92000i84 
2•7 閃61 SK152 体生.tz.・支疇 ＂色 92000779 
148 図6? SKl56 jj:'1,1; 石・甕甕 が位色 92000777 
:U9 切62 SK156 !!:!~I·. 石・ 内 ：i炎位色・外：代色 92000778
2聞 t<l63 SK159 弥,~tお・袋 浅貨位色 9'2000775 
お1 M印 SKIS9 !la'.f._t石・甕 粒色 9200077< 
お t~63 SK lS9 体生t石・甕聾 猷色 92000776 
お3 !>163 S KIS9 !t.'~I: 石・ 内：昂褐色・外：貴＆色 92000773
お !>163 S K159 {; 製比鏑）し 泥11 92001744 
?55 畑 P-13 1;111 讚~l1ft'/itl1n ~004767 
256 図茄 P-11 石饂

"" "' ........ 饂.....・. ●"., .● "' ...... 註.. ,., '.●, .出... "" .... 如 . , ... " ,.、, 

讚岐l'lft'/i1l1む 92004769 
お1 1)166 I'-磁 !.i議 i!¥IMむ 9200,1766 
2認 囚茄 p―” ≪箪 .s .0 屯!IMむ 9200,1764 
お9 “茄 P-60 1.i~llllt* 

.6R<8)a迅1163170.0 .2 
紐r.1~n 9200HSI 

邸 1~66 P-108 ぶ斧 .8 玄式E 9200H49 
UI じ茄 P-207 Ti芹 .6 玄沢n 92004748 
262 1'167 SH 120 須忠召•Ii 灰色 92002730 
263 図67 S J.1120 俎忠C・“ 以色 92002731 
2い 図6; SH!20 tie召 •ti ＃色 92002732 
265 1'467 SHI⑳ k鱗li • li 191,1, 褐色 9200U33 
函 1!467 S Hl20 

““ 
⑤ .6⑥ .9⑦ 2.9 (8涵 ., 9200<756 
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第 4章総括

1. まとめ

平原遺跡 1区は、弥生時代中期初頭ー前葉と後期後半～終末の2時期を盛期とする断絞的な

集沼遺跡で、これ以外に弥生時代•t•期末～後期初頭と古墳時代中期における居住が確認された。

また縄紋時代の石鏃がJ点のみIll土したが、これが集落の痕跨を示すものかどうかは不明であ

る。猟場としての土地利Jllも充分に芍えられ、陥穴などの遺構の1-i撫は今後の調査において留

意されるぺき点である＂・

この他かつて件蔵西と思われる奈良時代の須忠沿一組（短頚壺と杯転mの箋）が採集され

ており＂、また東側の位裕ちが削平された折りには石棺硲があっ ・たとされる＂ことから、棋地と

しての利用も予想されていたが、今回の岡査ではその痕跡すら認められなかった。なお、現在

までの知兄によれば平原遺跡では確実な弥生時代の墓は確認されておらず、森牧は周辺地区に

求めざるをえない。中期初頻～前葉段階の集落に対応する裕地の有力な候補として、小谷を隔

てた北西にあたる樟坂炭化米遺跡＂を挙げておく。

弥生時代•I•期末～後期初頭の遺構は．竪穴建物2棟と土坑2基がある。平原遺跡においては

集落と してのまとま りが希薄な段陪であるが、本川川を隔てて南西方にあたる安水田遺筋でi'r

銅岱生殺が集中的に行われている時期にあたり．これとの関述で注意しておく必妻がある。

S Hl20は 1区で唯一検出された古墳時代の遺構で、平面方形の 4本柱で西弐中央に竃を作り

つけた竪穴建物である。出土 した須忠苫は小田編年"n期の古い段階．紺＆田辺編年＂の TK47

型式並行とみられる。平原遺翔一昴での古墳時代集沼は、 •I•期でも新しい段附に形成され、後

期に至って行Lい展開を示す特徴があるが、特にそれまではm住成としての利用がはとんど凡

られなかったやや急な傾斜面に竪穴娃物が密集して営まれる状況＂は、自然発生的な集浴では

なく何らかの規制に碁づくものとの印象を梵く与える．

もとより平原遺跡の総合的な評価は、他地区の潤査内容だけでなく周辺を含めた遺跡群とし

ての在り方から論ずぺきものであるが、今次渕査の成米をまとめる衣味で 1区の主体となる 2

時期の集沼について、以下に子察として述ぺておきたい。

2 • 弥生時代中期初頭から前葉の集落

弥生的代中期初頭～前葉の主な遺構は、翌穴建物 8棟土坑12碁．溝 1条がある。竪穴建物

のうち S1-1131・S H 138・S H 162・S 1-1 l7Jの4棟は、Ill土遺物や他遺溝との頂複関係などか

らほぼ問題なくこの時期に比定される。 SHl14については．平而円形で中央部に土坑を有し日

状に主柱が配される点など．この地域においては前期～中期jjij葉に認められる形態であるが、

前在で図示した出土土西は•I•期末～後期初頻に位沢付けられるもので、遺構の特徴が示唆する

時期と芳しく乖離する。周辺地域においては弥生時代中期末～後期初頭の竪穴建物で平而円形
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のものは竹無といってよく、方形 ・長方形碁団の形態へと移行している。極＜絹BJヤで図示しな

かった土沿に中期初頭一而i葉頃と想，われるものがあることから．現場での所兒（土肘観寮をお

こなった部分では、とりたてて別遺構との重複を示す乱れなどは認められなかった）と輿なっ

た若しい解釈ではあるが、この段所の竪穴娃物に後代の遺構が派複していた状況を揺り訊った

bの、として おきたい。同様な理由で、出土遺物はほとんどないが平面111形のSH115・S Hl57・ 

SHI聞の3棟を当該期に比定 して おく ．

;1．．坑は SKI03・SKI04・$KJOS・SKl16・SK118・SK119・SK126・SK129・SK

130・S Kl43・S KJ52・S Kl56の12基が出土遺物からこの段所に位訳付けられる。このうち

S KI04は貯蔵穴とされるいわゆる袋状土J-ii.で、平面円形で限がきつく立ち上がる SKll6や、

小型であるが規格的な長方形のSKl431, 貯蔵穴の可能性がある.SK 116は貯蔵穴と しての機

能を終えた後、脱棄土坑として利用されたものであるらしい.S1<119は多駄の土店が投棄され

たような状態で出土しており 、既棄土坑と考え られる。

S KJ03から出上した石製剣把頻飾は、管兄に触れた限りでは国l"lで14例目、筑紫ll'ffにおい

ては8例Uの沢料である＂・曲査時の欠 rtがある以外は完存で、隔本屯生の分類”による r十字

形」である。本邦での出土例は前期末～中期初頭の段釈に集中するが、本例もまたその範にi届

れない。石材は、好んで）IIいられる鉱石の類でなく、一格で磨製石器に将通に用いられる在地

系の泥柑であ り、近辺で製作された品とみて大過あるまい.SK 103は前究で報告したように不

整形な土坑であるが、岡査区の端で傾斜の強い場所にあたり、あるいは方形ないし長方形甚潤

の竪,¥;姐物であった可能性b拭いされない。いずれにせよ．集落内からの：1¥-1: である点はここ

で確認しておきたい。

喪 2 日本出土の石製剣把頭飾

N• 遺 If, r. ＊ 在 地 Ill .t状況 杉鱈

“ ll 
l,f Ill 

I'I' Jl( 佐n~uヽ栖;u檜比r,r- ・J<J§. IIをSKIOJ -~·r-u (~ む •1•11111/l帷

2況 竪 1・1 佐11111神J~l:&l♦HJll7'字＊囁字f•J憲 床墨 ·•··r-fJ 渇D.I!:
3 むffケ l\( IIIT•:: ,t:墨＊） fl:11111檜~11.=.m111•rx,i:111 ·n二*l!l* 伝撚 liD・t・ 字駐 蛇紋1,
4 /ilf>'RCl/11ケ豊丘鰻） 佐買~!"'•I&三m111•rx-r-111手·r,四水杉 'I'll: 以 知漫乱闇 /iiiヤn彬 閾RJ'i閃ii蟻瓢11
5紐 A 本 II lり ftl'f~\佐買,1;鱗1,1,•r*字鱗1,1,·r-二＊杉 zgsK338 liltド字駐 流紋8 •l•III IJJ蜻

6・;, ＊ 汲 Ill 1-1'11""·~:~tt;)::):·r, 木字汲Ill 心 ll.l05トレンチlt;,1 Iり•KJ /i鯰紀か仕量M紀

1 l・ 

＂ 
濱 lいいl!l'R!G:"-sfi•rKY.干尋蕩 ·•···r-彩

8 "'・ 
Ill J.≪ U~M!-1: 松涌l:lilll平•rn免 第1次調辺物a含層 nen駐 }ii~ 絋

9 梨

＂＇ 

瓜綱AIOJl(l証二鯰•1大字緊Ill ーヒ乙溢 イiD+*li;11灰ITllllR砂t1 膚期よ

10償 Ill 北 Ill llii'1~!1ヽf.11 ,1/大,y.慣lll<Y.-ltPI ,';IJIIさ代遁鳩1こ以人 ~-·r-形 9 磁9叉鉱

II - / n I埠点 孤鯛"¥小郡oli-k>r-三択・r--/n D 貯最穴 •···r. 彩？ n鉱什 i11期人

12 f ／ Ji Iii鯛"I釦なolik字立し')')!ード/J; JS<}岱状竪ン、 •·*fJ 01°11111/li!I 
13 ,;,; Ill '" 漏凹mn虞,t;x:r,,RIII ll-21il: お'}1-1U竪穴 /ill十字“ 磁訊イi 9日馴ょ

14 ;Q; 111 ,1,rn↓ ! t・ 閲,11大・r-綬騒木・r-凸'" 採集 -・r-形 :it灰n,,,:
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また、 SH171からll'd:L/3//型は、我国でのw銅岱生産を示す沢料と Lては最古段隋のもので

あリ、平栢返師 3区出土の細形鉗父鉗型,.,とともに極めて．屯炭な例である。小破Jヤで製品の特定

はできなかった bのの、 p,j'i/jj鋳屯であることは注心されよう 。平原遺跡において弥生時代中期

初頭からjj,j菜にかけて展l~I した集浴は、柚比地区で迫跳数の増大が顕芳となる次代の須玖式段

階には税絶しており、観絞性や規侯から拠点的集甜とは訂い難い。初期のw銅岱生殺が、この

ような比較的小規1及な浙絶型の集落において b行われていた可能性がホされたことは、今1[11の

閾査成果の中でも問題となる点である．

3. 弥生時代後期後半から終末の集落

弥生時代後期後半～終末の遺構 としては竪穴述物91東があり、 11¥j:土岱からは時期を絞りさ

れなかったこれ以外の後期6棟もこの段階のものがほとんどであろう。竪穴建物以外に小穴多

数の＃在から掘立柱建物b当然想定されたのであるが；潤査時にそれと認定でさるものはなく．

竪理段陪でも充分な検討を行った訳ではないが1棟も確認することがでさなかった。

土社の様~1:1が比較的Iり1 らかなものでは、 S H128がやや古い特徴を示す b のの、 S H 123 · S

Hl24・SHl27・SH132のいずれもが終末段階に比定される。平而形は長方形で。長紬の両端

に吊I俎：j床部をもつものとこれに加えもう一辺にも吊内高床部を持つbのとがある。屯柱は、

S Hl37とSHl61が4本注である以外は、いずれb:長紬方1:りの2本柱である。全形の知れるも

のであれば、 小央には炉の可能性の強い浅い上坑、 一方の長辺のはほ中央に墜際土坑を配する

のが常である。 3 辺に屈内窃床部のあるものは残る 1 辺,:~.,際土坑があるが、このことから堕

際J.:J,しの位訳を入り 1:1の手掛かりと仮定すると．この時期の竪穴建物全てが東から,.flに向くこ

とが鮮る。

ところで、迫什状態の悪いSHl61は別として b.3辺に届内硲床部を持ち主柱穴が4箇所と

いう SHl37はこの地域の当該期にあっては特異な例である。これを 4本柱構迅；g入の初期の例

とするか、あるいは変洪的なものとするか俄には決し難く、今しばらくは類例を伐ちたい。

これらの竪穴建物から出上するJ:1.;は[El"!式並行期を主体とする時期で、器棟は在地系のい

わゆる西新式から情成され、外米系の沢料をはとんど含んでいない。平原遺跡 1区における集

裕はこの段陪で一且浙絶し布留式並行期には繋がらない。古墳時代の1111始期に集落が再編成さ

れることは非常に躾味深いが、こうした現象が 1区に限られるものか、あるいは平原遺跡全体

や柚比地区遺跡群に広く認められる変動であるのか．いずれIM辺での町査の進展によって0)1ら

かになろう．
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